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校友会支部一覧（設立順）平成15年2月末現在 
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芦田　正之 S40交短機 
S43経営 

〒708-0824　津山市河辺1155－31 
（株）コスモツーリスト内 （0868－26－5423） 

香 川 県 支 部 長田　恒久 S43短自 
S46機械 

Ｓ47交機Ⅱ 

〒769-1407　香川県三豊郡仁尾町丁319－6 
前川宗正 （0875－82－3983） 

大 学 支 部 笹本　由文 〒574-8530　大東市中垣内3－１－１ 
大阪産業大学内 （072－875－3001） 

愛 媛 県 支 部 能智　正雄 Ｓ46経営 〒799-1101　愛媛県周桑郡小松町大字新屋敷甲 
3084-9 （0898－72－2194 ） 

吹 田 支 部 伊藤　孝義 S27交短運 〒564-0083　吹田市朝日が丘町12－22 
（06－6388－7100） 

大 分 県 支 部 小畑　京治 S51経営 〒870-0000　大分市大字浜266ー1 
姫野一彦 （097－593－1606） 

兵庫県西支部 大久保　司 S46経営 〒670-0061　姫路市西今宿2－4－6 
（株）ビジネスサービス内 （0792－98－1000） 

大阪日産モーター支部 唐津　　登 S40交短自 〒552-0013　大阪市港区福崎2－2 
大阪日産モーター（株）サービスセンター内 （06－6571－1123） 

高 知 県 支 部 大久保隆教 S43短自 〒780-0004　南国市大　甲2270 
（0888－64－2548） 

大阪北河内支部 津曲　逸雄 S49交機Ⅱ 
〒571-0006　門真市上馬伏21-5-1 
津之宮自動車整備（072－882－8022） 

奈 良 県 支 部 森田富士男 S45経営 〒630-8268　奈良市大豆山町10 
（0742－24－5903） 

和歌山県支部 山西　義彦 S43経営 〒642-0024　海南市阪井992 
（073－487－3356） 

大阪中・南河内支部 吉内　秀徳 S43経営 〒579-8035　東大阪市鳥居町5－7 
吉内保険事務所 （0729－84－7272） 

長 崎 県 支 部 平尾　武次 S47交機 〒851-0133　長崎市矢上町724-1 
（有）平尾ダンボール内 （095－838－2063） 

三 重 県 支 部 渡邊　　優 S46経営 

関 東 支 部 井上　静也 S43交機Ⅱ 〒224-0008　横浜市都築区荏田南1－20－4－1102 
（045－941－5202） 

新 潟 県 支 部 広田　　潔 S41交短自 〒949-7101　新潟県南魚沼郡六日町五日町14 
（0257－76－2051） 

福 井 県 支 部 早瀬　俊雄 S44経営 〒914-0314　敦賀市杉箸84－14 
（0770－27－1610） 

鳥 取 県 支 部 下山　博司 S47経営 〒680-0146　鳥取県岩美郡国府町大字町屋265 
（0857－22－1525） 

広 島 県 支 部 重見　　定 〒739-1201　広島県高田郡向原町坂6711－3 
（0826－46－7011） 

大 阪 市 支 部 美内　照男 S44機械 〒557-0054　大阪市西成区千本中1－19－6 
高見新一 （06－6652－5675） 

鹿児島県支部 赤崎　一弘 S43交機Ⅱ 〒890-0055　鹿児島市上荒田町849 
有馬順一郎 （099－255－6711） 

北 海 道 支 部 浜田　修平 S38交短自 〒042-0914　函館市上湯川20－10 
（0138－57－9126） 

大阪日産自動車支部 鮫島好徳（代行） S42短自 〒551-0021　大阪市大正区南恩加島6－3－10 
（06－6551－2865） 

福 岡 県 支 部 藤　　洋一 S45経営 〒811-1211　福岡県筑紫郡那珂川町今光5－46 
（092－952－1437） 

兵庫県南支部 西山　　均 S48機械 〒651-1213　神戸市北区広陵町6-5 
（078－583－1280） 

宮 崎 県 支 部 長友壮一郎 S56交機 〒880-2112　宮崎市大字小松1941-57 
（0985－48－2799） 

徳 島 県 支 部 筒井　健一 S48短自 〒772-0053　鳴門市鳴門町土佐泊浦字高砂186－16 
芝野光 （088－687－0136） 

埼 玉 県 支 部 鈴木　菊男 S39交短経 〒350-1317　狭山市水野384－15 
高橋正秋（042－958－2854） 

兵庫県但馬支部 岸本　隆男 S43交機 〒667-0012　兵庫県養父郡八鹿町伊佐17－2 
田村静夫 （0796－62－6855） 

京 都 府 支 部 西村　新一 S39交短自 
〒607-8471　京都市山科区北花山大峰町1－10 
柴橋信行 （075－581－9744） 

〒510-0854　四日市市塩浜本町1ー53 
水野直樹 （0593－46－2529） 

34 韓国総同門会 玄　　雄鍾 S62経営 
BUMIL, 5FL, 126-2, NONHYUN-DONG, KANGNAM-KU, 
SEOUL, KOREA   李 廣勲 （02ー548ー5110） 

32 大阪泉州支部 加藤　　豊 S43経営 
〒591-8002　堺市北花田町4丁目94ー30 
（有）グランコーヒー内 （0722ー50ー3105） 

33 台 湾 校 友 会 張　　明 S61経営 
台北市松江路108ー23 
（02ー2565ー1712） 

35 滋 賀 県 支 部 田中　善昭 S45経営 
〒528-0067　滋賀県甲賀郡水口町山3919－133 
柴原延行 （0748－62－8561） 

S47経営 

発行日 平成15年3月17日　 
発　行 大阪産業大学校友会  〒574-8530 大東市中垣内3－1－1 
フリーダイヤル 0120－84－3040 
Ｔ Ｅ Ｌ 072－875－3040（直通） 072－875－3001（内線7730） 
Ｆ Ａ Ｘ 072－875－0398 
e-mail  koyukai@www.osaka-sandai.ac.jp 
U R L http://www.osaka-sandai.ac.jp/koyukai/ 
印　刷 （株）廣済堂 

凡友 第64号 大阪産業大学校友会会報 
ぼ ん　 ゆ う 

会員総数58,356名 
（平成15年2月20日現在） 

号 第 64
2 0 0 3・春 

新産業研究開発センター・エントランスホールに 
校友会からブロンズ像が寄贈され、除幕式が行われた 

（大阪北河内、香川県、大分県、京都府、埼玉県、鹿児島県、滋賀県、高知県、大学、神戸市） 
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第５０回代議員会、平成１４年度総会・懇親パーティ 2 

第５１回代議員会報告、支部長会報告、平成１５年度予算、活動報告 3 

学園だより／新副学長紹介、ブロンズ像の除幕式 ほか 4～5 

校友の活躍ぶり拝見（寺前公平さん・渡辺計さん） 6～7 

校友のひろば／OSULA視察旅行 ほか 8 

学科紹介（人間環境学部） 9 

支部レポート 10～11 

特別寄稿「すなおな心」に神宿る（相談役：里  昇）、一級自動車整備士コース 12 

私たち、がんばりました／主なクラブの戦績 13 

校友会からのお知らせ 14～15
（近畿地区支部ブロック会議報告、子女入学特典制度、校友会総会案内、スイートカップル ほか） 



 

 

 

　代議員会は本会の最高決議機関であり、

毎年2回11月と2月に開催されています。

昨年4月に就任した新役員の会長、副会長、

幹事、代議員と支部長で構成されています。

第50回代議員会には構成メンバー158名

のうち、115名が出席しました。 

　代議員会では、幹事の嶌�敬司氏（S61 

経営）の司会のもと、10月30日逝去された代議員、故鍋本三郎氏 

（S28交短運）のご冥福を祈り、出席者全員による黙祷が会議の前に行わ

れました。 

　光岡会長からは「活動実践のテーマとして“結束で拓く、充実の種を播 

こう”を掲げ、インパクトある行動を

する校友会を目指したい。また広く

会員の親交と母校の発展に貢献でき

る事業を推進したいので、皆さんの

ご協力、ご支援をせつにお願いしたい」

との挨拶がありました。 

　議事に際し、議長には幹事の木村

寛氏（S41交短自Ⅱ）が、また副議長

には兵庫県但馬支部長の岸本隆男

氏（S43交機）が選ばれました。 

　議事として①平成13年度事業報告（加門副会長より）、②同会計報告（福井

副会長より）、③同会計監査報告（梅田会計幹事より）がありました。（決算の

詳細は『凡友63号』14ページ参照）これに対し出席者から活発な質問や提言

がなされ、執行部は誠意をもって答弁され、一同の拍手をもって承認されました。 

代議員会、総会・懇親パーティ 

代議員会・支部長会 

大阪産業大学校友会会報　凡友64号 

11月10日南海サウスタワーホテルにて開催 

平成14年11月10日（日）10時より大阪難波の「南海サウスタワーホテル」にて 
第50回代議員会と平成14年度総会・懇親パーティが開催されました。 

会員の代表として活発な議論 

平成15年度予算など承認 

第50回代議員会、 
平成14年度総会・懇親パーティ 
第50回代議員会、 
平成14年度総会・懇親パーティ 

代 議 員 会 

 

 

 

　代議員会終了後、同室に於て総会が開催されました。これは今回から

実施されたことで、従来は総会パーティの会長挨拶の中で、校友会の活動

および事業の報告を済ませていました。しかし平成14年度からは、総会

と懇親会をはっきりと区別し行われました。これは活動や事業の内容をよ

り詳しく報告すると共に、会員の意見や要望をより多く聞くことができ、 

これを積極的に活動に取

り入れていくためであり

ます。 

　総会司会は幹事の吉田

秀雄氏（S58経営）が務め、

光岡会長から一年間の事

業内容や代議員会の報告、

所信表明がありました。 

広く会員の意見や要望を聞く 

総 会 

 

 

 

　懇親パーティは代議員会、総会に引き続き、12時より別室にて開催さ

れました。全国の支部旗が掲げられ、こも樽「凡友」が舞台に飾られた会

場でのパーティは、より一層結束のムードを高めることとなりました。 

　司会は会員の紹介により、

プロの伊藤綾梨さん。は

じめに光岡会長の開会挨

拶があり、引き続き学園

の古谷理事長と大学の瀬

島学長のお二人より祝辞

をいただきました。 

　その後、池田前会長、表、

梅田両会計監事の永年の 

ご尽力に対し、また福井県

支部のテント寄贈に対し

感謝状贈呈が行われました。 

　会長・理事長・学長によ

る鏡開き、里相談役（第三

代会長）による乾杯音頭

で開宴となりました。宴も

たけなわの頃、高座の舞 

台からかけつけてくれました会員の笑福亭三喬さん（S57交機）と、学園

と親交の深いアクションスター、ショー・コスギ氏が飛び入り、会員との談

義に華を咲かせ、宴会ムードを一段と盛り上げてくれました。 

　宴会も終盤に入ると、恒例の福引大会が美内副会長の抽選により行われました。

景品は毎回人気の高い全国支部特産品とホテル贈呈ペアー宿泊券・ディナー券で、

当選者が出るたび会場から大きな歓声が上がりました。話もつきない楽しい宴

も終宴時刻を迎え、中山副会長による万歳三唱をもってお開きとなりました。 

300名の参加で盛り上がる 

懇親パーティ 

代 議 員 会 

第51回  代議員会 第51回  代議員会 

総 会 

懇親パーティ 
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平成13年度繰越金 342,397,963 
平成14年度繰入金（平成13年度一般会計剰余金） 17,796,660 
平成14年度繰入金（平成14年度一般会計予算より） 14,000,000 
平成14年度受取利息（見込み） 800,000 
平成15年度繰入金（14年度一般会計剰余金見込み） 10,000,000 
平成15年度繰入金（15年度一般会計予算案より） 10,000,000 
平成15年度受取利息（見込み） 50,000 
　　　　　　　　　　計 395,044,623
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総 務 部  運 営 部  編 集 部  支部推進部 合 　 計  

8,810 
6,350 
2,814 
760 
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900 
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88,348

収 入 の 部  
●一般会計 

平成15年度一般会計予算 （自H15.4.1～至H16.3.31） 

●特別会計（財政安定化基金） 

一般管理費 事 業 費  （単位：千円） 

収 入 の 部  支 出 の 部  

計  0

0
（単位：円） 

総 務 部  運 営 部  編 集 部  支部推進部 合 　 計  
支 出 の 部  一般管理費 事 業 費  （単位：千円） 

●平成14年 
９月 ２８日 （土） 総務部会（校友会事務室） 

   幹事会（大学１６号館会議室） 

１０月 １０日 （木） 運営部会（校友会事務室） 

  １５日 （火） 会報「凡友」６３号発行 

１１月 ２日（土）～４日（月） 

   大学祭（阪駒祭）参加…校友会テント設置 

  １０日 （日） 幹事会（南海サウスタワーホテル） 

       第５０回代議員会（南海サウスタワーホテル） 

   平成１４年度総会・同懇親パーティ 
   （南海サウスタワーホテル） 

  １６日 （土） 九州地区支部ブロック会議（城山観光ホテル） 

    鹿児島県支部総会（城山観光ホテル） 

  ２１日 （木） 大学新学長・新副学長と懇談会 

  ２２日 （金） 運営部会（校友会事務室） 

  ２５日 （月） 支部推進部会（校友会事務室） 

  ２６日 （火） 編集部会（校友会事務室） 

  ３０日 （土） 編集部会（平蔵） 

１２月 １日 （日） 滋賀県支部総会（彦根グランドデュークホテル） 

  ７日 （土） 総務部会／幹事会（割烹「日本」宗右衛門町店） 

●平成15年    
１月 １１日 （土） 高知県支部総会（サンライズホテル） 

  １８日 （土） 総務部会・支部推進部会（校友会事務室） 

   幹事会（大学１６号館会議室） 

  ２５日 （土） 大学支部総会（ホテル京阪京橋） 

  ２６日 （日） 近畿地区支部ブロック会議（大学梅田サテライト） 

２月 １日 （土） 神戸市支部総会（有馬奥の坊） 

校 友 会 活 動 報 告  校 友 会 活 動 報 告  
（H14.9.21～H15.2.10） 

会 議 費  
総 会 費  
通 信 費  
印 刷 費  
会 報 費  
備 品 費  
旅 費 交 通 費  
慶 弔 費  
消 耗 品 費  
会 員 名 簿 費  
記 念 品 費  
助 成 金  
広 報 費  
人 件 費  
雑 費  
賃 借 費  
福 利 費  
小 計  
予 備 費  
合 計  
特 別 会 計 へ 繰 入  
総 合 計  

前 期 繰 越 金  
校 友 会 費  
会 費 収 入  
雑 収 入  
合 計  

支部活動の活性化・新支部設立を議論 

 

 

 

　第51回代議員会は、平成15年2月22日（土）淡路国際ホ

テルアネックスに於いて、全国から103名の役員が出席し開

催されました。 

　司会進行は幹事嶌　敬司氏（S61経営）。光岡会長挨拶の

あと議長・副議長の選出があり、議長に幹事坂本達彦氏（S55

交機）、副議長に代議員渡辺一誠氏（S47経営）が指名されま

した。 

　議事は（1）活動報告、（2）新産業研究開発センターへの寄贈記念品に

ついて（いずれも加門事務局長）5ページ参照、（3）平成15年度予算に 

ついて（福井会計長）

下記掲載の説明があ

りました。議長からそ

れぞれについて質疑

を求められましたが特

になく一同の拍手で

承認されました。 

 

天野前学長講演 

　代議員会終了後、天

野光三前学長（現学校

法人大阪産業大学相談

役）の講演がありました。

演題は「リニアモータ

ーカーのはなし」。天野

先生は土木工学の都市・

交通計画がご専門で、 

特にリニアモーターカーの推進に尽力されています。リニア中央新幹線

の目的・必要性と効果について、またリニアモーターカーはどうして走る 

のかなどビデオとOHP

を使って1時間にわたり

解りやすく聞かせていた

だきました。活発な質疑

応答もあり大変好評でした。 

 

 

 

　第16回支部長会は代議員会の翌日（2月23日）開催されました。出席

は本部から会長・副会長・支部推進役員と支部長・支部役員の46名。光岡

会長挨拶のあと、今村彰隆支部推進部長（S55交機）の司会進行で開会。 

　支部の活性化について、一人でも多くの会員が参加してくれる支部活 

動は如何にしていけば良い

のか。現存支部の地域再編

成について、休眠支部の再

活動について、支部のない

地域の新支部設立について

など、活発な議論がありました。

（14ページ参照） 

第16回  支部長会 第16回  支部長会 



 

 

 

　代議員会は本会の最高決議機関であり、

毎年2回11月と2月に開催されています。

昨年4月に就任した新役員の会長、副会長、

幹事、代議員と支部長で構成されています。

第50回代議員会には構成メンバー158名

のうち、115名が出席しました。 

　代議員会では、幹事の嶌�敬司氏（S61 

経営）の司会のもと、10月30日逝去された代議員、故鍋本三郎氏 

（S28交短運）のご冥福を祈り、出席者全員による黙祷が会議の前に行わ

れました。 

　光岡会長からは「活動実践のテーマとして“結束で拓く、充実の種を播 

こう”を掲げ、インパクトある行動を

する校友会を目指したい。また広く

会員の親交と母校の発展に貢献でき

る事業を推進したいので、皆さんの

ご協力、ご支援をせつにお願いしたい」

との挨拶がありました。 

　議事に際し、議長には幹事の木村

寛氏（S41交短自Ⅱ）が、また副議長

には兵庫県但馬支部長の岸本隆男

氏（S43交機）が選ばれました。 

　議事として①平成13年度事業報告（加門副会長より）、②同会計報告（福井

副会長より）、③同会計監査報告（梅田会計幹事より）がありました。（決算の

詳細は『凡友63号』14ページ参照）これに対し出席者から活発な質問や提言

がなされ、執行部は誠意をもって答弁され、一同の拍手をもって承認されました。 

代議員会、総会・懇親パーティ 

代議員会・支部長会 

大阪産業大学校友会会報　凡友64号 

11月10日南海サウスタワーホテルにて開催 

平成14年11月10日（日）10時より大阪難波の「南海サウスタワーホテル」にて 
第50回代議員会と平成14年度総会・懇親パーティが開催されました。 

会員の代表として活発な議論 

平成15年度予算など承認 

第50回代議員会、 
平成14年度総会・懇親パーティ 
第50回代議員会、 
平成14年度総会・懇親パーティ 

代 議 員 会 

 

 

 

　代議員会終了後、同室に於て総会が開催されました。これは今回から

実施されたことで、従来は総会パーティの会長挨拶の中で、校友会の活動

および事業の報告を済ませていました。しかし平成14年度からは、総会

と懇親会をはっきりと区別し行われました。これは活動や事業の内容をよ

り詳しく報告すると共に、会員の意見や要望をより多く聞くことができ、 

これを積極的に活動に取

り入れていくためであり

ます。 

　総会司会は幹事の吉田

秀雄氏（S58経営）が務め、

光岡会長から一年間の事

業内容や代議員会の報告、

所信表明がありました。 

広く会員の意見や要望を聞く 

総 会 

 

 

 

　懇親パーティは代議員会、総会に引き続き、12時より別室にて開催さ

れました。全国の支部旗が掲げられ、こも樽「凡友」が舞台に飾られた会

場でのパーティは、より一層結束のムードを高めることとなりました。 

　司会は会員の紹介により、

プロの伊藤綾梨さん。は

じめに光岡会長の開会挨

拶があり、引き続き学園

の古谷理事長と大学の瀬

島学長のお二人より祝辞

をいただきました。 

　その後、池田前会長、表、

梅田両会計監事の永年の 

ご尽力に対し、また福井県

支部のテント寄贈に対し

感謝状贈呈が行われました。 

　会長・理事長・学長によ

る鏡開き、里相談役（第三

代会長）による乾杯音頭

で開宴となりました。宴も

たけなわの頃、高座の舞 

台からかけつけてくれました会員の笑福亭三喬さん（S57交機）と、学園

と親交の深いアクションスター、ショー・コスギ氏が飛び入り、会員との談

義に華を咲かせ、宴会ムードを一段と盛り上げてくれました。 

　宴会も終盤に入ると、恒例の福引大会が美内副会長の抽選により行われました。

景品は毎回人気の高い全国支部特産品とホテル贈呈ペアー宿泊券・ディナー券で、

当選者が出るたび会場から大きな歓声が上がりました。話もつきない楽しい宴

も終宴時刻を迎え、中山副会長による万歳三唱をもってお開きとなりました。 

300名の参加で盛り上がる 

懇親パーティ 

代 議 員 会 

第51回  代議員会 第51回  代議員会 

総 会 

懇親パーティ 
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平成13年度繰越金 342,397,963 
平成14年度繰入金（平成13年度一般会計剰余金） 17,796,660 
平成14年度繰入金（平成14年度一般会計予算より） 14,000,000 
平成14年度受取利息（見込み） 800,000 
平成15年度繰入金（14年度一般会計剰余金見込み） 10,000,000 
平成15年度繰入金（15年度一般会計予算案より） 10,000,000 
平成15年度受取利息（見込み） 50,000 
　　　　　　　　　　計 395,044,623
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総 務 部  運 営 部  編 集 部  支部推進部 合 　 計  
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収 入 の 部  
●一般会計 

平成15年度一般会計予算 （自H15.4.1～至H16.3.31） 

●特別会計（財政安定化基金） 

一般管理費 事 業 費  （単位：千円） 

収 入 の 部  支 出 の 部  

計  0

0
（単位：円） 

総 務 部  運 営 部  編 集 部  支部推進部 合 　 計  
支 出 の 部  一般管理費 事 業 費  （単位：千円） 

●平成14年 
９月 ２８日 （土） 総務部会（校友会事務室） 

   幹事会（大学１６号館会議室） 

１０月 １０日 （木） 運営部会（校友会事務室） 

  １５日 （火） 会報「凡友」６３号発行 

１１月 ２日（土）～４日（月） 

   大学祭（阪駒祭）参加…校友会テント設置 

  １０日 （日） 幹事会（南海サウスタワーホテル） 

       第５０回代議員会（南海サウスタワーホテル） 

   平成１４年度総会・同懇親パーティ 
   （南海サウスタワーホテル） 

  １６日 （土） 九州地区支部ブロック会議（城山観光ホテル） 

    鹿児島県支部総会（城山観光ホテル） 

  ２１日 （木） 大学新学長・新副学長と懇談会 

  ２２日 （金） 運営部会（校友会事務室） 

  ２５日 （月） 支部推進部会（校友会事務室） 

  ２６日 （火） 編集部会（校友会事務室） 

  ３０日 （土） 編集部会（平蔵） 

１２月 １日 （日） 滋賀県支部総会（彦根グランドデュークホテル） 

  ７日 （土） 総務部会／幹事会（割烹「日本」宗右衛門町店） 

●平成15年    
１月 １１日 （土） 高知県支部総会（サンライズホテル） 

  １８日 （土） 総務部会・支部推進部会（校友会事務室） 

   幹事会（大学１６号館会議室） 

  ２５日 （土） 大学支部総会（ホテル京阪京橋） 

  ２６日 （日） 近畿地区支部ブロック会議（大学梅田サテライト） 

２月 １日 （土） 神戸市支部総会（有馬奥の坊） 

校 友 会 活 動 報 告  校 友 会 活 動 報 告  
（H14.9.21～H15.2.10） 

会 議 費  
総 会 費  
通 信 費  
印 刷 費  
会 報 費  
備 品 費  
旅 費 交 通 費  
慶 弔 費  
消 耗 品 費  
会 員 名 簿 費  
記 念 品 費  
助 成 金  
広 報 費  
人 件 費  
雑 費  
賃 借 費  
福 利 費  
小 計  
予 備 費  
合 計  
特 別 会 計 へ 繰 入  
総 合 計  

前 期 繰 越 金  
校 友 会 費  
会 費 収 入  
雑 収 入  
合 計  

支部活動の活性化・新支部設立を議論 

 

 

 

　第51回代議員会は、平成15年2月22日（土）淡路国際ホ

テルアネックスに於いて、全国から103名の役員が出席し開

催されました。 

　司会進行は幹事嶌　敬司氏（S61経営）。光岡会長挨拶の

あと議長・副議長の選出があり、議長に幹事坂本達彦氏（S55

交機）、副議長に代議員渡辺一誠氏（S47経営）が指名されま

した。 

　議事は（1）活動報告、（2）新産業研究開発センターへの寄贈記念品に

ついて（いずれも加門事務局長）5ページ参照、（3）平成15年度予算に 

ついて（福井会計長）

下記掲載の説明があ

りました。議長からそ

れぞれについて質疑

を求められましたが特

になく一同の拍手で

承認されました。 

 

天野前学長講演 

　代議員会終了後、天

野光三前学長（現学校

法人大阪産業大学相談

役）の講演がありました。

演題は「リニアモータ

ーカーのはなし」。天野

先生は土木工学の都市・

交通計画がご専門で、 

特にリニアモーターカーの推進に尽力されています。リニア中央新幹線

の目的・必要性と効果について、またリニアモーターカーはどうして走る 

のかなどビデオとOHP

を使って1時間にわたり

解りやすく聞かせていた

だきました。活発な質疑

応答もあり大変好評でした。 

 

 

 

　第16回支部長会は代議員会の翌日（2月23日）開催されました。出席

は本部から会長・副会長・支部推進役員と支部長・支部役員の46名。光岡

会長挨拶のあと、今村彰隆支部推進部長（S55交機）の司会進行で開会。 

　支部の活性化について、一人でも多くの会員が参加してくれる支部活 

動は如何にしていけば良い

のか。現存支部の地域再編

成について、休眠支部の再

活動について、支部のない

地域の新支部設立について

など、活発な議論がありました。

（14ページ参照） 

第16回  支部長会 第16回  支部長会 



 　新産業研究開発センターエントランスホールに設置されたブロンズ像の除幕式が、平成15年2月26日（水）午前10

時より行われた。この像は、センター開所に伴い大学と民間（校友会員）の架け橋の記念として校友会から寄贈されたも

ので、当日、大学からは古谷理事長、森山常務、瀬島学長、校友会からは光岡会長、中山副会長、美内副会長をはじめ関係者

約20名が出席し除幕式が行われました。 

 

 

　中村晋也氏は、1960年代に二度のヨーロッパ留学でスペインの彫刻家アペル・フ

ェノサに出会い師事する。写実を基盤にしながら対象の外面だけでなく内面の表現を

重視する現代写実の思想に立脚、深い人間愛と詩情溢れる作品を神髄としている。平

成14年の文化功労者に選ばれた。 

　本作品は、井上靖の小説『海峡』から想を得て創作されたといわれており、主人公が、

北に帰るアカエリヒレアシシギを求めて下北半島（青森県）に入ったとき、まさに海峡

を渡ろうと飛び立つ啼き声を聞くシーンに触発され、自身がいつしか主人公となり、山

中から海へとたどる道で、こんなかわいい女の子に出会った気分になったと述べている。 

 

 

 

　校友会会員の皆様方、こんにちは。昨年10月より副学長に就任しま

した本学工学部機械工学科卒業生の鈴木晶雄です。私と同年代に卒業

した校友会メンバーにお会いすると必ず出る話が、「ずいぶん大産大

も大きくなりましたね」です。5～7号館までしかできていなかった時

代に比べ現在では建物の数で2倍以上の16号館まで完成し、敷地も

外環状線までつながったことに大きく驚かれているのをよく耳にします。

卒業生も現在58,356名の大人数を誇っていると伺っております。 

　さて、規模としては建物・卒業生数において随分発展し大きくなった

訳ですが、残念ながら社会における知名度は規模と比例関係には至らず、

まだまだの感があります。特に関西を離れると教え子の話を聞く限り

あまり知られていないのが実状です。一卒業生として、また一教員とし

ても誠に寂しく思います。 

　そこで、私なりに現在まで教員の立場として、教育と研究を通してで

きる限り大産大のアピールを行ってきました。研究活動では論文数を

稼ぎ、それと共に中身の充実もはかり、さらには学会賞の獲得を執拗な

までに狙い、できる限り学会の役職者には名前を連ねるように努力し、

大産大の名を世間に知られるように無我夢中で頑張ってまいりました。

また、教育活動では、極めてユニークな教育の実践方法を宣伝材料に、

受験生への広報活動を中心に大産大の知名度アップに努力をしてまい

りました。最近では母校への愛校精神の育成のために風力発電・太陽

光発電のハイブリッドシステムのエコプロジェクト（プロジェクトD）も

立ち上げました（これらは私のホームページで詳しく紹介しています

ので、URL： http://ms-lab.elec.osaka-sandai.ac.jp/ をご覧下さい）。 

　この度、副学長に就任いたしましたので、これからは全学を通し教学

の役職者として会員の皆様方が益々誇りを持てる母校として発展する

よう努力する所存であります。新学長の瀬島順一郎先生は私が人生の

中で出会った教育者として最も共鳴できる考えの持ち主でありますので、

その片腕として思う存分に働くことができると確信いたしております。

私の教育に関しての基本姿勢は本学の建学の精神である「偉大なる平

凡人たれ」です。これは私が本学で過ごした人生（学生時代を入れます

と軽く30年以上になり人生の大半を過ごしてきた訳です）、唯一貫い

てきた人生哲学だったかも知れません。 

　これからは、本学卒業生という立場を大いに活かし卒業生でしかで

きない、卒業生でしか分からない愛校精神の育成、つまり“母校を誇り

に思う”ことのさらなる発展に寄与できればと願っております。 

　最後になりましたが大阪産業大学の益々の発展に微力ながら尽力を

注ぎ込む所存でございますので、今後とも校友会会員皆様方のより一

層のご理解と格別なるご支援ご協力を賜りますように、なにとぞよろし

くお願い申し上げます。 

学園便り 

学 園 便 り 

大阪産業大学校友会会報　凡友64号 

副学長2名決まる 
校友会員 鈴木教授が副学長に就任 
副学長2名決まる 
校友会員 鈴木教授が副学長に就任 

新産業研究開発センター 新産業研究開発センター 

校友会寄贈ブロンズ像の除幕式 校友会寄贈ブロンズ像の除幕式 

共同利用できる実験装置の一例 

ブロンズ像「おしゃれな渡り鳥」について 

制作者　中村晋也（なかむら・しんや） 
制作年　1978年　（ブロンズ 120×36×45cm） 

FIB
収束イオンビームによる微細加工を行なう 
ナノテク用加工装置 

IVD
Ion Vapor Deposition法によるダイヤモンドや 
立方晶BNなどの薄膜を作成する 

SPS
SPS法を用いた、新素材粉末の 
高密度焼結体製造に用いる焼結機 

HIP
粉末を高温・高圧の熱間静水圧下で燃結する装置で、 
緻密で欠陥の少ない高密度焼結体が得られる 

STME
ナノメートルオーダーの微細組織を観察できる 
透過型電子顕微鏡・元素分析も可能 

高周波プラズマ発光分析装置 
微量元素の定量分析 

液体クロマトグラフ質量分析計 
農薬など微量の有機化合物の測定 

高温摩擦摩耗 
摩擦及び摩耗特性をDRY及びWETの2条件下 
で評価できる 

学位取得 学 位 取 得 

（任期　平成14年10月22日～平成16年10月21日） 

副学長 
教授・博士（工学） 

（工学部電気電子工学科） 

【生年月日】　昭和26年4月30日 
【専　　攻】　電子デバイス 
【略　　歴】 
昭和50年   3月 工学部機械工学科卒 
昭和50年   4月 工学部技術員 
平成  5年10月 助　手 
平成  7年   4月 講　師 
平成10年   4月 助教授、大学院工学研究科 
 博士前期課程授業担当教員 
平成14年   4月 教授、大学院工学研究科 
 博士前期課程専攻担当教員 

鈴木  晶 雄 

副学長  鈴木  晶雄 

す ず き 　 あ き お 

副学長 
教授・博士（法学） 

（教養部） 

【生年月日】　昭和17年7月3日 
【専　　攻】　政治学 
【略　　歴】 
昭和60年  4月 教養部教授 
平成   2年  4月 教務部長 
平成   6年  4月 教養部長 
平成10年  4月 入試センター長 
平成11年  4月 教養部主任3期 

岩本   勲 
いわもと　   いさお 

　工学部機械工学科の大畑富相講師（S51機械）
は、平成14年9月27日付けで、大阪産業大学
から「博士（工学）」の学位を授与された。 
　同講師の研究をまとめた論文「板成形最適
加工設計システムの開発」が所定の審査、試
験に合格した。 
　大畑講師は、昭和52年3月大阪産業大学工 
学部機械工学科を卒業、昭和52年4月技術員として就任、平成5年10月
助手、平成9年4月講師に昇任された。 
　主な所属学会は、日本塑性加工学会、日本機械学会、日本材料学会など。 

　新産業研究開発センターは、鉄筋コンクリート2

階建て約3,000平方メートル。2002年2月建物

が完成し、4月から運用している。実験室15室の他、

企業と情報交換するサロンとして産学交流会議

室がある。先端研究の拠点・ハイテクリサーチセン

ターとして文部科学省から認定された。 

　研究テーマは2分野。一つは「新産業創生指向

材料の開発と生産に関する研究」。セラミックス

や特殊な化合物を作り出す「燃焼合成法」、耐食

性の高いアモルファス合金などを作る「プラズマ

溶射法」、炭素からダイヤモンドを合成する「イオ

ンビーム蒸着法」の3種類の技術を開発し、生み

出される新素材との組み合わせ半導体素子やオ

プトエレクトロニクスデバイスなどを製造するた

めの新たなシステムを作ることを目指している。 

　もう一つは、「地域産業創生型有害物質新制御

システムの開発に関する研究」。ダイオキシンや

内分泌撹乱物質（環境ホルモン）などさまざまな

有害物質を分離・濃縮・分解して排水・河川水・地

下水・排ガス・廃棄物・汚染土壌などを処理・浄化

する技術の開発。汚染物質を吸い取る吸着剤に利

用する新素材の開発や水をろ過する分離膜の高

性能化など7分野の新技術開発に挑戦する。 

　また産業研究所では、受託・共同研究、技術指導、

経営相談、講師派遣、試験・分析・調査研究、51種

類の実験装置・設備の共同利用、ビジネスインキュ

ベータプログラム、米国企業研修などの制度を設

けている。以下に共同利用できる実験装置の一例

を示す。 

　詳しくは大阪産業大学産業研究所 

（http://www.osaka-sandai.ac.jp/sanken/）

まで。 

工学部・大畑講師 
本学から「博士（工学）」の学位 

　工学部交通機械工学科の上田博之講師（S51交機）は、平成14年9月
24日付けで、大阪工業大学から「博士（工学）」の学位を授与された。 
　同講師の研究をまとめた論文「はすば歯付ベルトの走行特性と強度に
関する研究」が所定の審査、試験に合格した。 
　上田講師は、昭和52年3月大阪産業大学工学部を卒業、昭和52年4
月技術員として就任、平成5年10月助手、平成12年4月講師に昇任された。 
　主な所属学会は、日本機械学会、自動車技術会など。 

工学部・上田講師 
大阪工業大学から「博士（工学）」の学位 



 　新産業研究開発センターエントランスホールに設置されたブロンズ像の除幕式が、平成15年2月26日（水）午前10

時より行われた。この像は、センター開所に伴い大学と民間（校友会員）の架け橋の記念として校友会から寄贈されたも

ので、当日、大学からは古谷理事長、森山常務、瀬島学長、校友会からは光岡会長、中山副会長、美内副会長をはじめ関係者

約20名が出席し除幕式が行われました。 

 

 

　中村晋也氏は、1960年代に二度のヨーロッパ留学でスペインの彫刻家アペル・フ

ェノサに出会い師事する。写実を基盤にしながら対象の外面だけでなく内面の表現を

重視する現代写実の思想に立脚、深い人間愛と詩情溢れる作品を神髄としている。平

成14年の文化功労者に選ばれた。 

　本作品は、井上靖の小説『海峡』から想を得て創作されたといわれており、主人公が、

北に帰るアカエリヒレアシシギを求めて下北半島（青森県）に入ったとき、まさに海峡

を渡ろうと飛び立つ啼き声を聞くシーンに触発され、自身がいつしか主人公となり、山

中から海へとたどる道で、こんなかわいい女の子に出会った気分になったと述べている。 

 

 

 

　校友会会員の皆様方、こんにちは。昨年10月より副学長に就任しま

した本学工学部機械工学科卒業生の鈴木晶雄です。私と同年代に卒業

した校友会メンバーにお会いすると必ず出る話が、「ずいぶん大産大

も大きくなりましたね」です。5～7号館までしかできていなかった時

代に比べ現在では建物の数で2倍以上の16号館まで完成し、敷地も

外環状線までつながったことに大きく驚かれているのをよく耳にします。

卒業生も現在58,356名の大人数を誇っていると伺っております。 

　さて、規模としては建物・卒業生数において随分発展し大きくなった

訳ですが、残念ながら社会における知名度は規模と比例関係には至らず、

まだまだの感があります。特に関西を離れると教え子の話を聞く限り

あまり知られていないのが実状です。一卒業生として、また一教員とし

ても誠に寂しく思います。 

　そこで、私なりに現在まで教員の立場として、教育と研究を通してで

きる限り大産大のアピールを行ってきました。研究活動では論文数を

稼ぎ、それと共に中身の充実もはかり、さらには学会賞の獲得を執拗な

までに狙い、できる限り学会の役職者には名前を連ねるように努力し、

大産大の名を世間に知られるように無我夢中で頑張ってまいりました。

また、教育活動では、極めてユニークな教育の実践方法を宣伝材料に、

受験生への広報活動を中心に大産大の知名度アップに努力をしてまい

りました。最近では母校への愛校精神の育成のために風力発電・太陽

光発電のハイブリッドシステムのエコプロジェクト（プロジェクトD）も

立ち上げました（これらは私のホームページで詳しく紹介しています

ので、URL： http://ms-lab.elec.osaka-sandai.ac.jp/ をご覧下さい）。 

　この度、副学長に就任いたしましたので、これからは全学を通し教学

の役職者として会員の皆様方が益々誇りを持てる母校として発展する

よう努力する所存であります。新学長の瀬島順一郎先生は私が人生の

中で出会った教育者として最も共鳴できる考えの持ち主でありますので、

その片腕として思う存分に働くことができると確信いたしております。

私の教育に関しての基本姿勢は本学の建学の精神である「偉大なる平

凡人たれ」です。これは私が本学で過ごした人生（学生時代を入れます

と軽く30年以上になり人生の大半を過ごしてきた訳です）、唯一貫い

てきた人生哲学だったかも知れません。 

　これからは、本学卒業生という立場を大いに活かし卒業生でしかで

きない、卒業生でしか分からない愛校精神の育成、つまり“母校を誇り

に思う”ことのさらなる発展に寄与できればと願っております。 

　最後になりましたが大阪産業大学の益々の発展に微力ながら尽力を

注ぎ込む所存でございますので、今後とも校友会会員皆様方のより一

層のご理解と格別なるご支援ご協力を賜りますように、なにとぞよろし

くお願い申し上げます。 
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共同利用できる実験装置の一例 

ブロンズ像「おしゃれな渡り鳥」について 

制作者　中村晋也（なかむら・しんや） 
制作年　1978年　（ブロンズ 120×36×45cm） 
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透過型電子顕微鏡・元素分析も可能 

高周波プラズマ発光分析装置 
微量元素の定量分析 

液体クロマトグラフ質量分析計 
農薬など微量の有機化合物の測定 

高温摩擦摩耗 
摩擦及び摩耗特性をDRY及びWETの2条件下 
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 博士前期課程授業担当教員 
平成14年   4月 教授、大学院工学研究科 
 博士前期課程専攻担当教員 

鈴木  晶 雄 

副学長  鈴木  晶雄 

す ず き 　 あ き お 

副学長 
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　工学部機械工学科の大畑富相講師（S51機械）
は、平成14年9月27日付けで、大阪産業大学
から「博士（工学）」の学位を授与された。 
　同講師の研究をまとめた論文「板成形最適
加工設計システムの開発」が所定の審査、試
験に合格した。 
　大畑講師は、昭和52年3月大阪産業大学工 
学部機械工学科を卒業、昭和52年4月技術員として就任、平成5年10月
助手、平成9年4月講師に昇任された。 
　主な所属学会は、日本塑性加工学会、日本機械学会、日本材料学会など。 

　新産業研究開発センターは、鉄筋コンクリート2

階建て約3,000平方メートル。2002年2月建物

が完成し、4月から運用している。実験室15室の他、

企業と情報交換するサロンとして産学交流会議

室がある。先端研究の拠点・ハイテクリサーチセン

ターとして文部科学省から認定された。 

　研究テーマは2分野。一つは「新産業創生指向

材料の開発と生産に関する研究」。セラミックス

や特殊な化合物を作り出す「燃焼合成法」、耐食

性の高いアモルファス合金などを作る「プラズマ

溶射法」、炭素からダイヤモンドを合成する「イオ

ンビーム蒸着法」の3種類の技術を開発し、生み

出される新素材との組み合わせ半導体素子やオ

プトエレクトロニクスデバイスなどを製造するた

めの新たなシステムを作ることを目指している。 

　もう一つは、「地域産業創生型有害物質新制御

システムの開発に関する研究」。ダイオキシンや

内分泌撹乱物質（環境ホルモン）などさまざまな

有害物質を分離・濃縮・分解して排水・河川水・地

下水・排ガス・廃棄物・汚染土壌などを処理・浄化

する技術の開発。汚染物質を吸い取る吸着剤に利

用する新素材の開発や水をろ過する分離膜の高

性能化など7分野の新技術開発に挑戦する。 

　また産業研究所では、受託・共同研究、技術指導、

経営相談、講師派遣、試験・分析・調査研究、51種

類の実験装置・設備の共同利用、ビジネスインキュ

ベータプログラム、米国企業研修などの制度を設

けている。以下に共同利用できる実験装置の一例

を示す。 

　詳しくは大阪産業大学産業研究所 

（http://www.osaka-sandai.ac.jp/sanken/）

まで。 

工学部・大畑講師 
本学から「博士（工学）」の学位 

　工学部交通機械工学科の上田博之講師（S51交機）は、平成14年9月
24日付けで、大阪工業大学から「博士（工学）」の学位を授与された。 
　同講師の研究をまとめた論文「はすば歯付ベルトの走行特性と強度に
関する研究」が所定の審査、試験に合格した。 
　上田講師は、昭和52年3月大阪産業大学工学部を卒業、昭和52年4
月技術員として就任、平成5年10月助手、平成12年4月講師に昇任された。 
　主な所属学会は、日本機械学会、自動車技術会など。 

工学部・上田講師 
大阪工業大学から「博士（工学）」の学位 



活 躍 ぶ り 拝 見 校友の 活 躍 ぶ り 拝 見 活 躍 ぶ り 拝 見 

校友の活躍ぶり拝見 大阪産業大学校友会会報　凡友64号 

銘菓・母恵夢を筆頭に、バラエティに富んだ和洋菓子で 

独自の創造性あふれる食文化を発信しつづける四国松山の株式会社母恵夢。 

渡辺計さんは、洋菓子部門の工場長として活躍されています。 

学生時代の懐かしい思い出を回顧しながら、 

お菓子づくりにかける情熱とこれからの夢についてお話しをうかがいました。 

寺 前　公 平 さん（S52機械） 渡 辺　計 さん（S45経営） 

建学の精神を実践して 
国内トップ企業のニューリーダーへ 

ロックにかけた情熱で 
人の心に残るお菓子づくりを 

陽機器（株）はOEM（相手先ブランドによる販売）で井関農機、

クボタ、ヤンマー農機など国内主要メーカーのフロントロー 

ダー（油圧式積み込み装置）を主力製品に近年では樹木破砕機など環

境関連商品にも力を入れています。 

　寺前さんは昭和53年入社。工学部出身だったにもかかわらず、意外

にも配属は開発ではなく営業でした。2年間の本社勤務の後、三陽サ

ービス（株）設立と同時に仙台出張所の所長として出向。昭和60年に

は取締役に就任されました。関西人というだけで、最初は地元の人た

ちに受け入れられなかったと言う東北時代を「ビジネスは人と人との

つながりや信用づくりが基本。それを教えてくれた期間でした」と言

います。平成4年に三陽機器（株）の営業部部長として本社へ。一年

後には取締役となり、平成14年に4代目社長に就任されました。 

々しく爽やかなニューリーダーはこの25年間を振り返り「今

まで先輩の言うことは素直に聞き入れ、お客様の意見は、お 

客様のためだからと徹底して現場に通してきました。私は当たり前の

ことを、当たり前にやってきた、いわば“偉大なる平凡人”なんですよ」

とご自身を評価。本学で培われた建学の精神がビジネスの最前線で活

かされていたことを明かされました。 

陶を受けた産大在学中は、どんな学生だったのでしょうか？「同

じ高校の友達何人かと一緒に産大に入学しました。実家が姫 

路なので、みんなで毎日2時間ほどかけて通学してたんですよ」 

　そんな中でも時間を有効に使い、夏休みは北アルプスでアルバイト

に励み、アルバイト代をためて各地を旅行したことも。そこで知り合

った友達とは今でも親交があるとか。また同期には冒険野郎でお 

馴染みの永瀬忠

志さん（凡友

63号で紹介）

などユニークな

人材が多かった

そうです。学内

外にかかわらず

仲間を大事にし、

多くの交流の中

で、人生を学  

んだ大学時代。充実していた若き日のご自身を顧みて、昨今の若者は

どう思われますか？という質問に対して「今の若者は前向きな自己主

張をせずに、後ろ向きな主張ばかり。優秀な若い人材とは、知識がある、

一般常識がある、素直、積極的。そして何より明るくなくてはいけな

いと思っています」と企業が求める人材像を説く言葉は、後輩たちへ

のエールと重なります。 

代の経営者が築いた経営基盤と事業を継承しつつ、“夢創り

へのチャレンジ”をスローガンに技術革新・創造開発型企業 

として、さらなる事業拡大と、お客様に〈よろこばれる〉商品を提供し、

社会へ貢献したいと抱負を語る寺前さん。建学の精神は、今後もます

ます輝きを増すことでしょう。 

学時代はロックに夢中でした」と言う渡辺さん。

当時は軽音楽部に所属し、仲間とバンドを組んで 

リードギターを担当していました。ギターのスチール弦で

指の皮が切れるまで練習をして、学園祭のステージで演奏

をした時の喜びは最高だったと言います。 

　また現在は校友会愛媛県支部幹事長の渡辺さんと公私共

に付き合いの深い支部長の能智正雄さんが、ボディビル部

所属で、軽音楽部と部室が隣り合わせだったそうです。「で

も、当時はお互いに話しもせず、特に仲良しではなかった

んですよ。しかし今では校友会のことや支部のこと、私的

な相談などいろいろとお世話になっています」またアルバ

イト経験も豊富で、電気部品の組立、木材、プラスティッ

クの加工、電報配達、夜間の警備など多種多様な職業に従事。

バンドに、アルバイトに、寮生活にと青春を謳歌した学生

時代だったようです。 

和45年に大学を卒業。故郷で働きたいと思ってい 

た渡辺さんは、奥道後国際観光（来島ドック観光事業部）に 

入社。観光ホテルに勤務していましたが、もっと自分にしかできない

ことで結果を出したいと思い転職を決意。昭和51年に（株）母恵夢に

中途入社します。 

初は営業販売を希望していましたが、新入社員研修で和菓子

製造を経験して、自分が求めていたものはこれしかないと思 

ったんです」専門知識や職人経験、技術も全くなかった渡辺さんの情

熱を駆り立てたものは一体何だったのでしょうか？「私が幼かった頃、

父が町で人気のあるお菓子だと言って“モダンなお菓子ポエム”を買

ってきたんです。家族で少しずつ分け合って食べた、その時のおいし

さが忘れられなかったんです」心に残るお菓子の甘い記憶が原点となり、

自分も人の記憶に残るお菓子を作りたいと思った渡辺さん。第1工場 

（和菓子製造

部）を経て、

現在は第2工

場（洋菓子製

造部）の工場

長として“決

められたこと

を守り、基本

に忠実に”“誠

実さと感謝

の気持ち”を 

忘れずに、後輩の指導にあたりながら、お菓子作りに励んでいます。 

生の頃から私は多趣味で、いろんなことに好奇心や冒険の気

持ちを持って生きてきました。仕事の中でも、チャレンジ精 

神を忘れないように心掛けています。校友のみなさんも、勉強に遊び

に好奇心を持って挑戦して欲しい」と語る渡辺さん。夢中でギターの

技術を習得した若き日の情熱は、今、新しいお菓子作りの技術習得へ

と昇華され、人前で演奏をした時のように、自分が作ったお菓子を食

していただいているお客様の姿に喜びを得る。いつも人に感動を与え

ることの喜びを胸に秘め、安全でおいしく夢のあるお菓子作りを目指

して、渡辺さんの挑戦は続きます。 
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三陽機器株式会社 
本社／研究所：岡山県浅口郡里庄町新庄3858番地 
創業：昭和41年6月　従業員数：100名 
事業内容：農業機械、環境関連機械、省力化機械、油空圧機器の創造開発・製造販売 
事務所：伊丹・仙台　営業所：岡山・札幌・仙台・関東・大阪・熊本 
◆関連会社 
三陽サービス（株）本社：岡山県浅口郡里庄町新庄3858番地 
営業所：札幌・仙台・関東・大阪・岡山・熊本 

株式会社母恵夢　 
本社：松山市天山1丁目10-30 
創業：昭和31年3月 
従業員数：220名 
工場：松山　営業部：松山・広島 
◆系列会社 
（株）母恵夢本舗：今治市黄金町5丁目2-10 
（株）高松母恵夢：高松市片原町 

松山城築城400年記念菓「お城下」。 
俳聖・正岡子規の名句にちなんだ 
素朴なパイまんじゅう。 

昨年8月9日、岡山県里庄町の三陽機器株式会社と関連会社である 

三陽サービス株式会社の代表取締役社長に就任した寺前公平さん。 

同社はトラクターに装着して荷役作業などを行うフロントローダーの分野で国内シェア約70％を占め、

設立以来トップの座を守り続けている優良企業。 

今回は建学の精神を肝に、人と人とのつながりを重んじる若き経営者の素顔に迫りました。 
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データ カンパニー 

データ 

ポ エ ム 
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電子計算研究部の同窓会が開催され 
HIPAC101＊ の話で盛り上がりました！ 

　恒例の大学祭（阪駒祭）が11月1日（金）～4日（月）まで4日間にわたって開催されました。

もっと在学生との交流を図り、校友会の存在を在学生にアピールし、卒業した後には校友

会に積極的に参加してほしいとの願いから2日～4日の3日間にかけて校友会として独自

にテントを設置して大学祭に参加しました。 

　このテントは福井県支部から寄贈されたもので、設置、片付け、運営には運営部員、幹事

会構成員述べ30名余の方々のご協力を頂きました。ありがとうございました。 

　期間中は、ご家族連れの校友会員をはじめ、在学生やクラブOB、大学見学を兼ねた受験 

生、さらに学長をはじめとする懐かし

い先生方等多くの方々にご参加頂き、

飲み放題で大いに盛り上がった校友会

のテントでした。 

　今後、更なる交流をすすめたく思い

ますので、校友の皆様にはお誘いあわ

せの上本年もご協力、ご参加を宜しく

お願いします。 

　校友会役員有志とその家族によるOSULA視察旅

行を昨年９月初旬に行いました。会長以下11名の一

行（写真下）は米国内の空港で一部の荷物が行方不

明になって長時間待たされたり、会長自身と他の一人

は靴まで脱がされて厳重な身体検査を執行されるな

どのハプニングに見舞われながらの旅を経験しました。

同時多発テロからちょうど１年ということで、空港での

チェックが厳しかったのを肌で感じた瞬間でした。 

　OSULA（Osaka Sangyo University Los 

Angeles）に到着した我々を迎え、OSULA内部を詳

細に案内してくれた中島理宏氏（S51経営。OSULA

社長。写真下の後列左端）は学生時代剣道部に所属

して活躍していたそうです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　映画の都といえばハリウッド。その北方に小高い山

があり、その山には一辺が15mという巨大な文字が

掲げられたいわゆるHOLLYWOODサインがあります。

この山を越えたところにOSULAがあり、その距離は

わずか6km。OSULAは閑静な住宅街地区にあって

治安が良く、住みやすい所です。 

  OSULA（写真右）の

敷地面積は13,864m2

と広大で、中には事務所

を併設した校舎、体育館、

二棟のドミトリ（寄宿舎）、

ゲストハウスなどがあり

ます。このゲストハウス

にはプールもテニスコ

ートも付いており、申し

込むことにより宿泊する 

ことが出来ます。歌手として有名な加藤登紀子さん、

菅原洋一さん、そして、ドリカムの皆さんもロサンゼ

ルス公演の時にここに宿泊されたことがあります。ま

たアクションスター、ショー・コスギ氏（P2参照）は体

育館でアクション教室を開講しております。なお、ドミ

トリならば一泊＄30程度と安く泊まることが出来ます。 

 

 

　ここロサンゼルスには観光スポットが多く点在します。

ロスに限らず米国西部の観光ならおまかせ下さい。

中島さんに頼めば何でも引き受けてくれます。日本

語の解るガイドが付いて観光地まで送り迎えするいわ

ゆるピックアップをしてくれる良質な業者を紹介したり、

あるいは中島さん自身が案内してくれたりします。以

下にその数例と料金を示します。 

1．グランド・キャニオン ＄335 

2．ディズニーランド ＄120 

3．ユニバーサル・スタジオ ＄55 

4．メジャー・リーグ観戦 ＄65 

5．市内観光＆ショッピング ＄85 

　このほか数多くのコースが用意されております。こ

のようなオプショナル・ツアーなどの詳細についての

問い合わせや宿泊の申し込みは大阪産業大学 国際

交流課（Tel.072-875-3001、Fax.072-871- 

1394）で受け付けております。 

 

 

　ロサンゼルス在住30年の上原さん（写真右側）が我々

一行を歓迎してくれました。 

　米国での自動車整備士である上原氏はロサンゼル

ス空港近くでCULVER IMPORTSという自動車修 

理工場を経営しておられます。また、OSULAで地域 

住民を対象と

した自動車整

備の講習会を

無料で実施さ

れ、住民から

非常に喜ばれ

ております。 

　　（編集部　田村満喜雄） 

　人間環境学部が開設され2年が過ぎようとしています。環境の世紀と呼ばれる21世紀を迎え
た今、本学部は人間の存在と生活を可能とする場である人間環境の本質、状況を解明するとともに、
環境がどのようにあるべきかを考え提示していける人材を育成することを目的とし、本学がある
大阪・北河内地域の人間環境の向上に貢献できるような幅広い分野の教育と研究を行なっています。 

　マルチメディア機器を多数導入した16号館がベー

スとなる本学部は「文化環境学科」と「都市環境学科」

の2学科を持ち、本学では初めてセメスター制を実施

しました。カリキュラム構成は文系・理系の枠を超え「人

間環境」をテーマとして初年度から様々な科目を学

びます。教育課程は基本科目、実践科目、展開科目に

分けられていますが、このような科目名ははじめてと

思われる方のために簡単に説明します。 

 

【基本科目】 

　人間環境に関する基礎知識と外国語会話やコンピュ

ータの基礎で、従来の教養科目に相当する科目。学科

やコース選択にとらわれることなく全員が履修します。 

【実践科目】 

　コンピュータ実習とフィールド／スタジオ・ワーク

といったフィールドワーク（野外研修）やゼミナール

を中心とした実践的な科目がメインとなっています。 

【展開科目】 

　一般に専門科目と呼ばれている科目で、学科やコ

ースごとでの科目と学部共通の科目があります。 

 

　ここではすべての内容を紹介することは難しいので、

特に本学部が力を入れている、フィールド／スタジオ・

ワーク、コミュニケーション英語、コンピュータ実習に

ついて紹介します。 
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　阪駒祭の2002年11月3日に、14号館のラウンジをお借りして電子計算

研究部発足から34年を迎えOB会を開催しました。 

　当時、大変お世話になりました先生方（下条先生、山根先生、岩佐先生）も

お忙しい所ご出席くださいました。 

　卒業生は（S43年卒～）、東は茨城県から西は愛媛県の遠方から駆けつけ

てくれました。 

　当時、産大電算室にあったHIPAC101（主記憶装置がドラムのコンピュ

ータ（11号館5階に展示）と、その当時の懐かしい話で盛り上がりました。 

　ラウンジはじゅうたんが敷き詰められ、エレベーターありで、まるでホテル

のようで当時の校舎とは隔世の感で、ビックリ！ 

　電子計算研究部OBの方は下記にご連絡ください。次回同窓会開催時にご連

絡させていただきます。現在電子計算研究部OBのWeb開設準備もしております。 

《shigesan@hera.eonet.ne.jp 高橋 または、Kamezawa-takasi@thn.ne.jp 

亀沢 まで》 

 ＊ HIPAC101は、日立製作所の第1号コンピュータ「HIPAC MK-1」の改良版でS33年に
完成した当時としては桁はずれに安定した日本で発明されたパラメトロン式コンピュータ 

電子計算研究部の同窓会が開催され 
HIPAC101＊ の話で盛り上がりました！ 
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　文化環境学科では人と人のコミュニケーション能

力の育成を目指すコミュニケーション演習、博物館や

医療機関などを訪れて現地学習を行うフィールドスタ

ディ、ゼミナールがあります。 

　都市環境学科では実際に環境問題などが発生して

いる現場での調査と調査結果の集計や分析などを行

った後、発表資料などを作成。これらの発表（プレゼン

テーション）を行っています。 

　両学科のフィールド／スタジオ・ワークは学生が4年

次に始める卒業研究のテーマ決定につなげる前段階

として大きなウエイトを占める内容のものであります。 

フィールド／スタジオ・ワーク フィールド／スタジオ・ワーク 

　最新のLLシステムを導入し、スピーキング、ライテ

ィング、ニュース講読といった実践的、参加型の授業

でコミュニケーションを前提とし、楽しく英語能力を

伸ばしていけるような内容となっています。 

　世界の共通語に近い英語を身につけることで海外

での現地調査などに大いに役立てることができます。

またTOEIC受験をサポートするための補講クラスも

設けられています。 

コミュニケーション英語 コミュニケーション英語 

　Windowsマシンを各100台設置した演習室2教室で、

マルチメディア機器を多数導入した遠隔教育にも対応

できるシステムを利用し、コンピュータ使用の基本か

ら各種アプリケーションを使う能力を身につけ、さらに

コンピュータを道具として利用できる技術の習得を目

標とした内容となっています。1年次ではMicrosoft 

Officeの習得がメインで、ここで身につけた能力はフ

ィールド／スタジオ・ワークでの調査のまとめや発表

に活用することができます。2年次では資格取得を目

指したプログラミングの習得を目指しています。なお

来年度からは情報発信の能力を習得するために学生

個人のホームページ作成も目指しています。 

　卒業生の皆さん、このようなユニークな内容を

学ぶ学部が誕生しました。ぜひ一度見学に来てくだ

さい。また本学部では依頼があれば主に環境に関

する内容での出張講義を行うという制度もあります。

ご希望がございましたら遠慮なくご連絡ください。 

　まだ未完成の学部ですが、学部一丸となって大

阪産業大学に人間環境学部ありと言われるような

学部にしていきたいと思っておりますので、皆様

も応援のほどよろしくお願いいたします。 

（人間環境学部　浜田耕治） 
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OSULAを拠点とした観光 
校友上原淳生氏（S43交機）との出会い 
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来年度からは情報発信の能力を習得するために学生

個人のホームページ作成も目指しています。 

　卒業生の皆さん、このようなユニークな内容を

学ぶ学部が誕生しました。ぜひ一度見学に来てくだ

さい。また本学部では依頼があれば主に環境に関

する内容での出張講義を行うという制度もあります。

ご希望がございましたら遠慮なくご連絡ください。 

　まだ未完成の学部ですが、学部一丸となって大

阪産業大学に人間環境学部ありと言われるような

学部にしていきたいと思っておりますので、皆様

も応援のほどよろしくお願いいたします。 

（人間環境学部　浜田耕治） 

コンピュータ実習 コンピュータ実習 

OSULA視察旅行 
～「凡友旅に出る」番外編～ 

OSULA視察旅行 
～「凡友旅に出る」番外編～ 

学 科 紹 介 

人 間 環 境 学 部 人 間 環 境 学 部 

OSULAについて 
 

OSULAを拠点とした観光 
校友上原淳生氏（S43交機）との出会い 



支部レポート 

支 部 レ ポ ー ト 

大阪産業大学校友会会報　凡友64号 

9/8  和歌山マリーナシティにて開催 

9/8  リーガホテルゼスト高松にて開催 

9/14  ホテル京阪京都にて開催 

11/16  城山観光ホテルにて開催 

12/1  彦根グランドデュークホテルにて開催 

1/11  サンライズホテルにて開催 

1/25  ホテル京阪京橋にて開催 

2/1  有馬奥の坊にて開催 
9/20  ホテルブリランテ武蔵野にて開催 

9/13  亀の井ホテルにて開催 

大阪北河内支部 

香川県支部 

大分県支部 

京都府支部 

埼玉県支部 

鹿児島県支部 

高知県支部 
神戸市支部（兵庫県南支部） 

大学支部 
滋賀県支部 

　大阪北河内支部では設立20周年を記念して、今年は、初

めてのバスツアーを企画。和歌山マリーナシティへ行きました。 

　当日は晴天に恵まれて、支部会員およびご家族の皆様

が多数参加され、賑やかなバス旅行になりました。バスの

中で総会が行なわれ、会計報告、会計監査報告、来年の総

会の話し合い等が行なわれました。会員の自己紹介では、

初めて参加された会員の方々もすぐに打ち解けられて和

やかな雰囲気になりました。 

　渋滞もなく2時間余りの道のりもアッという間に、和歌山

マリーナシティに到着。お昼は黒潮市場の中にある熱帯雨

林の超大陸をモチーフにしたテーマレストラン『ゴンドワナ』

での和洋バイキング。新鮮な素材を活かしたお料理に何

回もおかわりする人も……。お腹いっぱいになったところ

で後は自由行動。中世地中海の港街を再現した『ポルトヨ

ーロッパ』へ行く人、黒潮温泉でゆっくり温泉気分にひたる人、

釣り公園で魚釣りを楽しむ人など、思い思いに楽しいひと

ときを過ごされました。また、会場内にある黒潮市場では、

マグロの解体ショーがあったり、新鮮な魚介類や名産品な

どが数多く並べられており十分満喫できました。 

　このように大阪北河内支部では、毎年楽しく支部会員と

ご家族の皆様とのふれ合いを大切に親睦を深める活動を

行なっています。 

　まだ総会に参加されていない会員の皆様、どうぞ一度、

ご家族お揃いでご参加下さい。　（副支部長　大木勝博） 

　平成15年1月11日高知県支部第7回総会をサンライ

ズホテルで開催。校友会本部より光岡会長、今村支部推進

部長、浜田代議員、大植会計監事に遠路来高していただき

ました。誠に有難うございます。 

　会長からは大学の近況、行動する校友会の話があり、本

部からは結束のシンボル、ネクタイを持参していただき完

売しました。 

　支部の出席者20名での総会となり、役員は幸か不幸か

全員再選となりました。 

　また同時に四国サミットも開催。四国四県の支部役員

も集っての会となり、四国内の他の支部総会の開催回数、

出席状況も教えていただき、高知県支部には良い刺激と

なりました。　　　　　　　　　（支部長　大久保隆教） 

 　神戸市支部は平成4年3月15日に前支部長森本氏が

発起人となり発足しました。ニュートーキョー元町店で神

戸市支部結成総会として産声を上げ、今年は第7回の総

会を迎えました。その間平成7年1月17日にあの阪神淡

路大震災に遭い神戸市支部の会員も大きな不幸に見舞わ

れました。この震災では家屋の全壊・半壊があったものの、

幸い亡くなった方はいらっしゃらなかったように思われます。

地震後はそれまで総会に出席された支部会員の安否を確

認し、連絡がとれない会員のみなさんについては住所を

頼りに歩いて回ったこともありました。会員の方の無事な

姿を確認できた時は、本当によかったと感動したことを今

でもはっきりと覚えています。 

　今回の第7回総会が神戸市支部として最後になりました。

神戸六甲の北に属す有馬温泉の奥の坊にて総会・懇親会

が開かれ、本部からはもちろん遠く北陸の福井県支部か

らも早瀬支部長さんに出席いただき感謝しております。 

　今回の総会では先日校友会の近畿ブロック会議で討議

された件が大きな議題となりました。兵庫県には神戸市

支部を入れて三つの支部がありますが、尼崎・西宮など阪

神間の校友会の会員や神戸の隣の明石・三木または淡路

島の会員がどこの支部にも所属出来ないとのことで、先

日の近畿ブロック会議の時に兵庫県を4つの区割りにし、

全員がどこかに所属し総会に出席できるよう阪神間の尼崎・

西宮・芦屋・伊丹の区域を兵庫県東支部と命名されました。

また神戸市支部も明石・三木・淡路の在住者も所属できる

ようになり兵庫県南支部と支部名が変更になりました。 

（支部長　西山　均） 

　支部設立から1年が過ぎ、今回は第二回総会を彦根グラ

ンドデュークホテルにて開催することが出来ました。校友

会本部からは光岡明弘会長、福井義員副会長、福田泰事務長、

今村彰隆支部推進部長はじめ大阪市支部、京都府支部お

よび神戸市支部の役員のご出席をいただきました。支部

会員は18名参加し、なかにはご夫婦で参加くださった方

もおられ、少ないながらも盛大な総会が開催されました。 

　昨年度事業報告・会計報告、本年度の事業について、順

次承認され、また各地区幹事には今後の支部運営への意

見等をお願いいたしました。続いて光岡会長様よりご祝

辞をいただき、総会を無事終えることができました。 

　総会終了後、滋賀県支部代表として田中善昭支部長の

挨拶後、懇親会に入りました。光岡会長の祝辞につづき、

ご臨席の皆様のご紹介後、今村彰隆支部推進部長の音頭

で乾杯し、和やかな懇親会が行われました。 

　和気あいあいの雰囲気の中、酒を交わしながら話は盛

り上がり、また福引の抽選など楽しい時間を過ごしました。 

　次回は、更に多くの会員の皆様が参加されますよう、支

部会員各位との連絡を密にし、滋賀県支部の役員として

会員の意見を取り入れた活動をしたく考えておりますので、

今後ともご協力を賜りますようよろしくお願いいたします。 

（副支部長　柴原延行） 

　支部総会は、7階「かがやきの間」にて定刻通り16時か

ら開催し17時に閉会しました。 

　この会には、来賓として校友会本部光岡会長をお招きし、

叱咤激励のお言葉をいただき、大変活気に満ちた会とな

りました。 

　例年通りの総会日程で議長・書記を選出し、①平成14

年度活動報告、②平成13年度会計決算報告及び平成14

年度予算執行報告を行ない、拍手をもって承認を得ました。 

　続いて「大阪産業大学大学支部会則」に則し、③役員の

選出を実施。平成15年度から、支部長に荒木一雄氏。副

支部長に清野達夫氏、村井廣幸氏、杉田尚弘氏の3名。監

事に大平和昭氏。会計に宮本芳文氏、水野律子氏の両名

が選ばれました。 

　以上3点の審議事項は全て承認を得て、無事総会を終

えることができました。 

　ひきつづき新年懇親会を実施しました。学園から古谷理

事長、中山・森山両常務、藤野顧問、大学から瀬島学長、校友

会本部から光岡会長、福田事務長を御招待し、盛大なパー

ティを催しました。 

　懇親会では、まず来賓の挨拶をいただき、その後抽選

会を実施。大いに盛り上がりました。最後に恒例の記念撮

影を行ない、19時にお開きとなりました。 

　4月からは新体制となりますが、今以上のご支援の程お

願い申し上げます。　　　　　　　　（会計　吉田秀雄） 

　昭和63年設立以来、15回目の支部総会を11月16日（土）

城山観光ホテルにて開催し、会員12名の出席と光岡会長

他多数の来賓の出席をいただきました。 

　今回は、九州地区ブロック会議も同日開催となり、長崎、

大分、宮崎、鹿児島の各支部より14名と、校友会より光岡

会長、幹事の今村氏、吉田氏の3名が出席し、本部主催で議

事進行がなされ「佐賀県および熊本県支部設立支援につ

いて」と「休眠支部について」「その他、支部運営等について」

の議題で、具体的な進め方等、活発な意見交換があり、大変

有意義な会議となりました。 

　この後午後5時より支部設立記念総会と懇親会を開催し、

14年度の活動報告、会計報告が会計の有馬順一郎氏             

（S44交機Ⅱ）より説明があり、監査報告の後、全会一致で

承認されました。古谷理事長はじめ数名の来賓の祝辞をい

ただき、乾杯となり出席者全員が声高らかに音頭をとりました。 

　遠方より前支部長の田中肇氏（S36交短運）、城山観光

ホテルの元料理長藤井一雄氏（S16業務）もかけつけて

くださいました。また今回はじめて堀之内孝明氏（S56

経営）も出席されて、和気あいあいの中、楽しんでいただ

けたようです。特に長崎支部は、平尾支部長さん以下6名

の参加で大変ご苦労さまでした。九州各県の方言も飛び

交う中で、再会を誓ってお開きとなりました。 

　明けて17日（日）は11月とは思えない、素晴らしい天

気となりました。ゴルフコンペの会場は、歴史のある蒲生

カントリークラブです。久しぶりに会員の参加が7名と多

い中、気持ち良い汗をかき、親睦を深めることができました。 

　今回は記念総会と九州地区ブロック会議が同日開催と

なり、関係者の方々に大変ご苦労とご協力を賜りました。

ありがとうございました。 

　今後共、支部活動につきましては、よろしくお願いします。

会員の皆様もぜひ、支部総会に参加してみませんか。お待

ちしています。　　　　　　　　　（支部長　赤崎一弘） 

　全国の校友会会員の皆さんお元気ですか。今年は去る

9月20日、第8回支部総会を暫く振りに、埼玉県の中心さ

いたま市のホテルブリランテ武蔵野で実施することにな

りました。 

　本部から光岡明弘会長と福田泰事務長を招き本部の様

子などを伺い、また、支部活動についてもアドバイスを受け、

総会ではやらなければならない議題（会計報告・監査報告・

役員改選等）が了承されました。 

　また、今後の支部活動について活発な意見が提起され（そ

の中のひとつ埼玉県支部にもホームページを作ろう。）今

年度こそ希望が現実になればと考えています。埼玉県に住

む校友会会員でホームページ制作に詳しい方ご協力下さい。

埼玉県支部事務局まで、電話かFAX でお待ちしています。 

　また、総会については毎回、校友会会員にお手紙を送り

参加の有無と近況報告を伺っていますがなかなか皆さん

もお忙しいのか残念にも参加率は横這いです。 

　後半はホテルの美味しい御馳走に舌鼓を打ちながら、お

酒を腹に満たしました。次回の総会は自然の中で心地良

いひととき、森林浴に浸りながら静かに自分を見つめ直す

時を持つことができる、そんな総会行事をと考えています。 

　二次会には長谷部利保さん（S45機械）の案内で彼の

馴染みのカラオケのあるスナックで楽しく歌い、参加者全

員校友の親交を深めることができました。 

　また、今回の企画は前回同様校友会会員の竹本朗さん      

（S53土木）のご尽力でした。 

　これから新しく埼玉県支部へ来られる校友の皆様、既に

支部内に来られている皆様、是非一度は支部総会に参加

してみませんか。楽しいこと受け合いです。必ずストレス

解消になりますよ。家族揃って！来てみてください。 

　第9回支部総会も楽しい企画で実施する予定です。 

（支部長　鈴木菊男） 

　平成14年9月14日支部総会を開催いたしました。今

回で6回目、まだ若い支部ですが、先輩支部に負けないよ

う何か特色を出そうと役員一同努力しております。 

　京都府在住の会員の皆様、ぜひ一度総会に出席してい

ただき、何か新しいご意見を聞かせて下さい。 

　第6回総会ですが、役員の改選があり、支部立ち上げよ

り努力していただいた支部長石丸氏が勇退され、新支部

長西村氏また若干の役員の改選が承認され終了しました。 

　引き続き講演会が行なわれ、講師に新学長瀬島順一郎

先生をお迎えし、建学の精神「偉大なる平凡人たれ」のめ

ざすものについて講演していただきました。 

　瀬島学長は、お忙しくて懇親会には同席していただけ

なかったのが残念でしたが、落語会の松坂大輔こと笑福

亭喬若氏（本名 木谷亮一・H9経済）を迎え落語とビンゴ

ゲームで大いに盛り上がりました。 

　喬若氏は、今年で3年連続の出演で毎年楽しみにして

います。落語の時間になりましても歓談が盛り上がっており、

時間がずれ込みビンゴゲームの時間が充分取れるか心配

になりました。ビンゴは全員に景品が当たるようになって

いたからです。幸いにも司会の中井氏、喬若氏が上手く進

行し、また盛り上げてくれましたので時間内に終えること

が出来ました。 

　この席上で10月26日（土）大文字山登山を行なう案

内をし、閉会となりました。　　　　（事務局　柴橋信行） 

　サンポート開発にともないJR高松駅周辺は大きく変わ

りつつあります。ひさしぶりに高松に戻って総会を開きま

した。本部から、美内副会長、今村幹事、また芦田正之岡

山県支部長を来賓としてむかえ、支部からは23名、現役

生（土木工学科1年）1名の出席がありました。 

　長田支部長の挨拶の後、美内副会長、今村幹事、芦田支

部長より大学および校友会活動の近況報告をいただきま

した。今年度の総会では、ひさしぶり（毎年のことですが）

に議案に対して、活発な意見交換、議論がなされ、総会の予

定時間を大幅にオーバーしました。意見もまとまり、会員紹介、

写真撮影が行なわれ、総会行事はすべて終了しました。 

　懇親会は、芦田支部長の乾杯で幕をあけました。当時

の思い出話を肴に総会に負けじと盛りあがり、みるみるう

ちに、酒にのまれていきました。 

　今年も、初参加の会員、平成年度卒業の若手会員の参加

が共に増加しました。また、現役生も参加し、平均年齢がぐ

っと下がりました。参加した会員は、「毎年一齢ずつ齢はと

るが、この会に参加すると、気分的に一齢ずつ若くなって

いる」と今後の総会の参加を心待ちにしているようでした。 

　「今年こそは予定時間に終宴」を目標にしていましたが、

最後の梅木相談役の一声で締めくくった時には、例年どおり（？）

陽は西の方へ傾いておりました。皆さんは、夕日を背にして、

来年の総会を待ちつつ、それぞれの帰路につきました。 

　毎年、香川県支部は、総会を9月の第1か第2の日曜日

に設定しております。今回参加できなかった会員も、次回

はぜひお越し下さい。これから仕事や生活に少しでも役

立つお手伝いができればと思っております。 

　最後になりましたが、香川県支部相談役である梅木敏郎様、

校友会副会長就任おめでとうございます。これからも、校

友会活動、香川県支部を含めた校友会支部のために、今ま

での経験をもとにご尽力されることを一同祈っております。 

（事務局　前川宗正） 

　大分県支部は今年も例年通り、湯の町別府市「亀の井

ホテル」にて総会を行ないました。支部の会員はおよそ

100名となりましたが、県内に居られる方が少なく、連絡

があるのは40名ほどです。 

　大分県支部も今年で17年目です。毎年新たに総会に出

席してくれる人は数人ですが、一人でも参加者が増えるこ

とを期待しながら地道な活動を続け、総会を開いています。 

　今後は、会員間の連絡と情報交換をより一層活発にす

るため、インターネットを活用し頑張っていこうと思います。 

（事務局　姫野一彦） 
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鹿児島県支部 

高知県支部 
神戸市支部（兵庫県南支部） 

大学支部 
滋賀県支部 

　大阪北河内支部では設立20周年を記念して、今年は、初

めてのバスツアーを企画。和歌山マリーナシティへ行きました。 

　当日は晴天に恵まれて、支部会員およびご家族の皆様

が多数参加され、賑やかなバス旅行になりました。バスの

中で総会が行なわれ、会計報告、会計監査報告、来年の総

会の話し合い等が行なわれました。会員の自己紹介では、

初めて参加された会員の方々もすぐに打ち解けられて和

やかな雰囲気になりました。 

　渋滞もなく2時間余りの道のりもアッという間に、和歌山

マリーナシティに到着。お昼は黒潮市場の中にある熱帯雨

林の超大陸をモチーフにしたテーマレストラン『ゴンドワナ』

での和洋バイキング。新鮮な素材を活かしたお料理に何

回もおかわりする人も……。お腹いっぱいになったところ

で後は自由行動。中世地中海の港街を再現した『ポルトヨ

ーロッパ』へ行く人、黒潮温泉でゆっくり温泉気分にひたる人、

釣り公園で魚釣りを楽しむ人など、思い思いに楽しいひと

ときを過ごされました。また、会場内にある黒潮市場では、

マグロの解体ショーがあったり、新鮮な魚介類や名産品な

どが数多く並べられており十分満喫できました。 

　このように大阪北河内支部では、毎年楽しく支部会員と

ご家族の皆様とのふれ合いを大切に親睦を深める活動を

行なっています。 

　まだ総会に参加されていない会員の皆様、どうぞ一度、

ご家族お揃いでご参加下さい。　（副支部長　大木勝博） 

　平成15年1月11日高知県支部第7回総会をサンライ

ズホテルで開催。校友会本部より光岡会長、今村支部推進

部長、浜田代議員、大植会計監事に遠路来高していただき

ました。誠に有難うございます。 

　会長からは大学の近況、行動する校友会の話があり、本

部からは結束のシンボル、ネクタイを持参していただき完

売しました。 

　支部の出席者20名での総会となり、役員は幸か不幸か

全員再選となりました。 

　また同時に四国サミットも開催。四国四県の支部役員

も集っての会となり、四国内の他の支部総会の開催回数、

出席状況も教えていただき、高知県支部には良い刺激と

なりました。　　　　　　　　　（支部長　大久保隆教） 

 　神戸市支部は平成4年3月15日に前支部長森本氏が

発起人となり発足しました。ニュートーキョー元町店で神

戸市支部結成総会として産声を上げ、今年は第7回の総

会を迎えました。その間平成7年1月17日にあの阪神淡

路大震災に遭い神戸市支部の会員も大きな不幸に見舞わ

れました。この震災では家屋の全壊・半壊があったものの、

幸い亡くなった方はいらっしゃらなかったように思われます。

地震後はそれまで総会に出席された支部会員の安否を確

認し、連絡がとれない会員のみなさんについては住所を

頼りに歩いて回ったこともありました。会員の方の無事な

姿を確認できた時は、本当によかったと感動したことを今

でもはっきりと覚えています。 

　今回の第7回総会が神戸市支部として最後になりました。

神戸六甲の北に属す有馬温泉の奥の坊にて総会・懇親会

が開かれ、本部からはもちろん遠く北陸の福井県支部か

らも早瀬支部長さんに出席いただき感謝しております。 

　今回の総会では先日校友会の近畿ブロック会議で討議

された件が大きな議題となりました。兵庫県には神戸市

支部を入れて三つの支部がありますが、尼崎・西宮など阪

神間の校友会の会員や神戸の隣の明石・三木または淡路

島の会員がどこの支部にも所属出来ないとのことで、先

日の近畿ブロック会議の時に兵庫県を4つの区割りにし、

全員がどこかに所属し総会に出席できるよう阪神間の尼崎・

西宮・芦屋・伊丹の区域を兵庫県東支部と命名されました。

また神戸市支部も明石・三木・淡路の在住者も所属できる

ようになり兵庫県南支部と支部名が変更になりました。 

（支部長　西山　均） 

　支部設立から1年が過ぎ、今回は第二回総会を彦根グラ

ンドデュークホテルにて開催することが出来ました。校友

会本部からは光岡明弘会長、福井義員副会長、福田泰事務長、

今村彰隆支部推進部長はじめ大阪市支部、京都府支部お

よび神戸市支部の役員のご出席をいただきました。支部

会員は18名参加し、なかにはご夫婦で参加くださった方

もおられ、少ないながらも盛大な総会が開催されました。 

　昨年度事業報告・会計報告、本年度の事業について、順

次承認され、また各地区幹事には今後の支部運営への意

見等をお願いいたしました。続いて光岡会長様よりご祝

辞をいただき、総会を無事終えることができました。 

　総会終了後、滋賀県支部代表として田中善昭支部長の

挨拶後、懇親会に入りました。光岡会長の祝辞につづき、

ご臨席の皆様のご紹介後、今村彰隆支部推進部長の音頭

で乾杯し、和やかな懇親会が行われました。 

　和気あいあいの雰囲気の中、酒を交わしながら話は盛

り上がり、また福引の抽選など楽しい時間を過ごしました。 

　次回は、更に多くの会員の皆様が参加されますよう、支

部会員各位との連絡を密にし、滋賀県支部の役員として

会員の意見を取り入れた活動をしたく考えておりますので、

今後ともご協力を賜りますようよろしくお願いいたします。 

（副支部長　柴原延行） 

　支部総会は、7階「かがやきの間」にて定刻通り16時か

ら開催し17時に閉会しました。 

　この会には、来賓として校友会本部光岡会長をお招きし、

叱咤激励のお言葉をいただき、大変活気に満ちた会とな

りました。 

　例年通りの総会日程で議長・書記を選出し、①平成14

年度活動報告、②平成13年度会計決算報告及び平成14

年度予算執行報告を行ない、拍手をもって承認を得ました。 

　続いて「大阪産業大学大学支部会則」に則し、③役員の

選出を実施。平成15年度から、支部長に荒木一雄氏。副

支部長に清野達夫氏、村井廣幸氏、杉田尚弘氏の3名。監

事に大平和昭氏。会計に宮本芳文氏、水野律子氏の両名

が選ばれました。 

　以上3点の審議事項は全て承認を得て、無事総会を終

えることができました。 

　ひきつづき新年懇親会を実施しました。学園から古谷理

事長、中山・森山両常務、藤野顧問、大学から瀬島学長、校友

会本部から光岡会長、福田事務長を御招待し、盛大なパー

ティを催しました。 

　懇親会では、まず来賓の挨拶をいただき、その後抽選

会を実施。大いに盛り上がりました。最後に恒例の記念撮

影を行ない、19時にお開きとなりました。 

　4月からは新体制となりますが、今以上のご支援の程お

願い申し上げます。　　　　　　　　（会計　吉田秀雄） 

　昭和63年設立以来、15回目の支部総会を11月16日（土）

城山観光ホテルにて開催し、会員12名の出席と光岡会長

他多数の来賓の出席をいただきました。 

　今回は、九州地区ブロック会議も同日開催となり、長崎、

大分、宮崎、鹿児島の各支部より14名と、校友会より光岡

会長、幹事の今村氏、吉田氏の3名が出席し、本部主催で議

事進行がなされ「佐賀県および熊本県支部設立支援につ

いて」と「休眠支部について」「その他、支部運営等について」

の議題で、具体的な進め方等、活発な意見交換があり、大変

有意義な会議となりました。 

　この後午後5時より支部設立記念総会と懇親会を開催し、

14年度の活動報告、会計報告が会計の有馬順一郎氏             

（S44交機Ⅱ）より説明があり、監査報告の後、全会一致で

承認されました。古谷理事長はじめ数名の来賓の祝辞をい

ただき、乾杯となり出席者全員が声高らかに音頭をとりました。 

　遠方より前支部長の田中肇氏（S36交短運）、城山観光

ホテルの元料理長藤井一雄氏（S16業務）もかけつけて

くださいました。また今回はじめて堀之内孝明氏（S56

経営）も出席されて、和気あいあいの中、楽しんでいただ

けたようです。特に長崎支部は、平尾支部長さん以下6名

の参加で大変ご苦労さまでした。九州各県の方言も飛び

交う中で、再会を誓ってお開きとなりました。 

　明けて17日（日）は11月とは思えない、素晴らしい天

気となりました。ゴルフコンペの会場は、歴史のある蒲生

カントリークラブです。久しぶりに会員の参加が7名と多

い中、気持ち良い汗をかき、親睦を深めることができました。 

　今回は記念総会と九州地区ブロック会議が同日開催と

なり、関係者の方々に大変ご苦労とご協力を賜りました。

ありがとうございました。 

　今後共、支部活動につきましては、よろしくお願いします。

会員の皆様もぜひ、支部総会に参加してみませんか。お待

ちしています。　　　　　　　　　（支部長　赤崎一弘） 

　全国の校友会会員の皆さんお元気ですか。今年は去る

9月20日、第8回支部総会を暫く振りに、埼玉県の中心さ

いたま市のホテルブリランテ武蔵野で実施することにな

りました。 

　本部から光岡明弘会長と福田泰事務長を招き本部の様

子などを伺い、また、支部活動についてもアドバイスを受け、

総会ではやらなければならない議題（会計報告・監査報告・

役員改選等）が了承されました。 

　また、今後の支部活動について活発な意見が提起され（そ

の中のひとつ埼玉県支部にもホームページを作ろう。）今

年度こそ希望が現実になればと考えています。埼玉県に住

む校友会会員でホームページ制作に詳しい方ご協力下さい。

埼玉県支部事務局まで、電話かFAX でお待ちしています。 

　また、総会については毎回、校友会会員にお手紙を送り

参加の有無と近況報告を伺っていますがなかなか皆さん

もお忙しいのか残念にも参加率は横這いです。 

　後半はホテルの美味しい御馳走に舌鼓を打ちながら、お

酒を腹に満たしました。次回の総会は自然の中で心地良

いひととき、森林浴に浸りながら静かに自分を見つめ直す

時を持つことができる、そんな総会行事をと考えています。 

　二次会には長谷部利保さん（S45機械）の案内で彼の

馴染みのカラオケのあるスナックで楽しく歌い、参加者全

員校友の親交を深めることができました。 

　また、今回の企画は前回同様校友会会員の竹本朗さん      

（S53土木）のご尽力でした。 

　これから新しく埼玉県支部へ来られる校友の皆様、既に

支部内に来られている皆様、是非一度は支部総会に参加

してみませんか。楽しいこと受け合いです。必ずストレス

解消になりますよ。家族揃って！来てみてください。 

　第9回支部総会も楽しい企画で実施する予定です。 

（支部長　鈴木菊男） 

　平成14年9月14日支部総会を開催いたしました。今

回で6回目、まだ若い支部ですが、先輩支部に負けないよ

う何か特色を出そうと役員一同努力しております。 

　京都府在住の会員の皆様、ぜひ一度総会に出席してい

ただき、何か新しいご意見を聞かせて下さい。 

　第6回総会ですが、役員の改選があり、支部立ち上げよ

り努力していただいた支部長石丸氏が勇退され、新支部

長西村氏また若干の役員の改選が承認され終了しました。 

　引き続き講演会が行なわれ、講師に新学長瀬島順一郎

先生をお迎えし、建学の精神「偉大なる平凡人たれ」のめ

ざすものについて講演していただきました。 

　瀬島学長は、お忙しくて懇親会には同席していただけ

なかったのが残念でしたが、落語会の松坂大輔こと笑福

亭喬若氏（本名 木谷亮一・H9経済）を迎え落語とビンゴ

ゲームで大いに盛り上がりました。 

　喬若氏は、今年で3年連続の出演で毎年楽しみにして

います。落語の時間になりましても歓談が盛り上がっており、

時間がずれ込みビンゴゲームの時間が充分取れるか心配

になりました。ビンゴは全員に景品が当たるようになって

いたからです。幸いにも司会の中井氏、喬若氏が上手く進

行し、また盛り上げてくれましたので時間内に終えること

が出来ました。 

　この席上で10月26日（土）大文字山登山を行なう案

内をし、閉会となりました。　　　　（事務局　柴橋信行） 

　サンポート開発にともないJR高松駅周辺は大きく変わ

りつつあります。ひさしぶりに高松に戻って総会を開きま

した。本部から、美内副会長、今村幹事、また芦田正之岡

山県支部長を来賓としてむかえ、支部からは23名、現役

生（土木工学科1年）1名の出席がありました。 

　長田支部長の挨拶の後、美内副会長、今村幹事、芦田支

部長より大学および校友会活動の近況報告をいただきま

した。今年度の総会では、ひさしぶり（毎年のことですが）

に議案に対して、活発な意見交換、議論がなされ、総会の予

定時間を大幅にオーバーしました。意見もまとまり、会員紹介、

写真撮影が行なわれ、総会行事はすべて終了しました。 

　懇親会は、芦田支部長の乾杯で幕をあけました。当時

の思い出話を肴に総会に負けじと盛りあがり、みるみるう

ちに、酒にのまれていきました。 

　今年も、初参加の会員、平成年度卒業の若手会員の参加

が共に増加しました。また、現役生も参加し、平均年齢がぐ

っと下がりました。参加した会員は、「毎年一齢ずつ齢はと

るが、この会に参加すると、気分的に一齢ずつ若くなって

いる」と今後の総会の参加を心待ちにしているようでした。 

　「今年こそは予定時間に終宴」を目標にしていましたが、

最後の梅木相談役の一声で締めくくった時には、例年どおり（？）

陽は西の方へ傾いておりました。皆さんは、夕日を背にして、

来年の総会を待ちつつ、それぞれの帰路につきました。 

　毎年、香川県支部は、総会を9月の第1か第2の日曜日

に設定しております。今回参加できなかった会員も、次回

はぜひお越し下さい。これから仕事や生活に少しでも役

立つお手伝いができればと思っております。 

　最後になりましたが、香川県支部相談役である梅木敏郎様、

校友会副会長就任おめでとうございます。これからも、校

友会活動、香川県支部を含めた校友会支部のために、今ま

での経験をもとにご尽力されることを一同祈っております。 

（事務局　前川宗正） 

　大分県支部は今年も例年通り、湯の町別府市「亀の井

ホテル」にて総会を行ないました。支部の会員はおよそ

100名となりましたが、県内に居られる方が少なく、連絡

があるのは40名ほどです。 

　大分県支部も今年で17年目です。毎年新たに総会に出

席してくれる人は数人ですが、一人でも参加者が増えるこ

とを期待しながら地道な活動を続け、総会を開いています。 

　今後は、会員間の連絡と情報交換をより一層活発にす

るため、インターネットを活用し頑張っていこうと思います。 

（事務局　姫野一彦） 
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一級自動車整備士コース 

特別寄稿 

私たち、がんばりました 

大阪産業大学校友会会報　凡友64号 

●主なクラブの戦績 ●主なクラブの戦績 

一級自動車整備士コース 
交通機械工学科の更なる発展に向けて 交通機械工学科の更なる発展に向けて 

関西学生サッカーリーグ2部（9/8～10/26）が開催され、A

ブロック6勝1敗1分で第2位となり、Bブロック2位奈良産業大

学と順位決定戦（3-2）に勝利し、1・2部入替戦で1部8位大阪

商業大学と対戦（3-0、3-3）勝利し、2年ぶりの1部昇格となった。 

サ ッ カ ー 部 

2年ぶり関西学生サッカーリーグ1部昇格 

関西学生バスケットボールリーグ戦１部（９/７～１０/２６）１次リーグ

８勝３敗で第２位、上位リーグ戦では優勝した京都産業大学に（８２-

７０）で勝利するも勝ち点で１ポイント及ばず準優勝となった。敢

闘選手賞に丸岡孝広選手・優秀選手賞に奥田統選手・最優秀新人

賞に高階俊和選手が表彰された。第５４回全日本学生バスケット

ボール選手権大会（１１/２３～１２/１）では、３回戦で今大会準優勝

校の日本体育大学に（７７-７８）と惜敗したが、ベスト１６となった。 

バ ス ケ ット ボ ー ル 部 

インカレベスト16
関西学生フットボールリーグ戦DivisionⅠ（9/1～

11/24）連敗を20で止めるも、最終戦同志社大学に           

（35-35）引き分けで同率第7位となり、入替戦で関西大

学に（14-45）と大敗し、無念であるが2部に降格となった。 

ア メリ カ ン フット ボ ー ル 部 

残念！　DivⅡに降格 

日本杖道連盟主催秋季昇段審査会（9/29）に出場し、

本年度は講習会のみの参加で昇段はなしで終わった。 

合 気 道 部 

審査会出場 

全関西大学空手道選手権大会（10/13）出場し、ベ

スト16となる。全日本大学空手道選手権大会              

（11/24）に出場したが、1回戦敗退。 

空 手 道 部 

全関西ベスト16

全日本セーフティ空手道選手権大会（8/11）で重量級・

伊藤慎一郎選手が第3位となった。巍桜流拳法チャレン

ジトーナメント（10/13）において、スピリッツルール重

量級・河村憲吾選手と軽重量級・梶澤仁志選手が優勝した。 

巍 桜 流 拳 法 部 

チャレンジトーナメント2階級制覇 

関西学生弓道リーグ戦（9/17～10/13）男子の部2

勝2敗的中率で2位、女子の部1勝4敗の成績で3位

となり、男子2部・女子4部残留。 

弓 道 部 

男子2部2位・女子4部3位 

関西学生剣道優勝大会（9/22）で、2回戦大阪工業大

学に（2-3）と敗退。関西学生新人大会（11/17）3回

戦同志社大学戦（2-3）と惜敗するもベスト16となった。 

剣 道 部 

新人大会ベスト16
関西学生チャレンジテニストーナメント（10/9～19）

で下村孝之選手Aブロック決勝戦で敗れるもベスト

16（参加611人）となる。 

硬 式 庭 球 部 

シングルスでベスト16

阪神大学野球秋季リーグ戦1部（9/7～10/27）に出場。春

季リーグと同様に大阪体育大学から勝ち点を奪えず第2位と

なる。首位打者森山周選手・敢闘賞吉田賢太選手・ベストナイ

ンに一塁手石川浩之・遊撃手森山周選手が選ばれ表彰された。 

硬 式 野 球 部 

秋季リーグも第2位 

関西学生男子秋季2・3部校学校対抗戦（9/25・26）日野ゴル

フ倶楽部にて、トータルスコア444で3部第3位の成績であった。 

ゴ ル フ 部 

3部で3位 
シマノ鈴鹿ロードレース（8/31～9/1）2時間エンデ

ュ－ロ3人競技で、山本学選手・数元彰選手・西城一喜

選手組が、タイム2：02：11（平均時速37.43km）で

第1位となる。全日本BMX選手権大会（10/13）に

出場し、山崎洋平選手（17～19歳クラス）が第1位。 

サ イ ク リ ン グ 部 

シマノ鈴鹿ロードレースの部門別で第1位 

夏山登山（8/2～7）槍ヶ岳・穂高岳での合宿で「一人

一人の部内でのPosit ion」の確認と、秋山登山             

（10/27）比叡山において体力の強化に努めた。 

山 岳 部 

夏・秋山登山合宿でチームワーク固め 

全日本学生大会（10/12・13）で、男子二段の部で

塩見太孝選手・東谷卓也選手組が決勝戦に進出し、ベ

スト12（102大学参加）となった。 

少 林 寺 拳 法 部 

全日本学生ベスト12

全日本ジムカーナ選手権大会（8/24・25）に出場し

たが、予選敗退。全関西学生ダートトライアル大会          

（9/22）出場し、総合第2位。日本エコカードライビ

ングコンテスト（10/2）に出場し第38位となる。全

関西ジムカーナ選手権大会（11/3）出場し第12位。 

自 動 車 部 

全関西学生ダートトライアルで総合第2位 

全日本学生サマージャンプ（10/25～27）のスペシャル

ジャンプ男子2部において、堀田選手第2位・中山選手第4位・

松尾選手第6位となる。全関西学生サマージャンプ（11/1

～4）が開催予定であったが、天候不良のため中止となった。 

ス キ ー 競 技 部 

スペシャルジャンプ第2・4・6位 

関西学生柔道優勝大会（9/16）で3回戦龍谷大学に

敗れるもベスト8に入った。全日本学生柔道体重別団

体優勝大会（11/2～3）1回戦で福岡教育大学に敗退。 

柔 道 部 

関西学生ベスト8

西都六大学準硬式野球秋季リーグ戦（8/22～9/28）で、

4位となる。日台親善友好大会（12/4～9）において、

台湾での大学野球の普及と交流のため西都六大学連

盟よりリーグ選抜として6名の選手が参加した。 

準 硬 式 野 球 部 

台湾遠征にて活躍 

関西学生卓球リーグ（9/6～8）において、4部Cブロ

ック2勝2敗で3位となり、4部残留。 

卓 球 部 

4部で3位 

大学各クラブへの応援活動（阪駒祭・阪神大学野球・アメリ

カンフットボールリーグ戦等）だけでなく、地域活動「社会を

明るくする運動」「北条地区文化祭」などに参加し、市民にア

ピール。昨年に続き、全国高等学校アメリカンフットボール

選手権大会でも大産大附属高等学校のV4優勝に華を添えた。 

チ ア リ ー ディン グ チ ー ム 

大学応援だけでなく地域活動にも活発 

三郷町テコンドー選手権大会（12/1）キョルギの部

各階級で優勝・準優勝・第3位を決める。プムセの部

においても優勝・準優勝・第3位となる。 

各階級で優勝・準優勝を決める 

全日本学生拳法選手権大会（12/1）において、4回戦で龍

谷大学（今回優勝校）に（0-6）で敗れるもベスト8に入った。 

日 本 拳 法 部 

全日本学生選手権ベスト8

関西学生ハンドボールリーグ（9/15～10/13）4部

リーグ1勝4負1分の成績で6位で終わり、入替戦で京

都外国語大学に敗れ、5部に降格した。 

ハ ン ド ボ ー ル 部 

5部降格 

関西大学バレーボールリーグ戦1部（9/15～10/20）

でセット率で第4位となった。ブロック賞辻本武史選手・

新人賞岡本秀明選手が表彰された。全日本バレーボー

ル大学男子選手権大会（12/4～12/8）4回戦で日本

体育大学に破れるもベスト16に入った。 

バ レ ー ボ ー ル 部 

全日本大学男子選手権ベスト16

関西学生バドミントン秋季リーグ戦（9/15～10/17）で、

男子は5部5戦全勝で入替戦姫路独協大学に（3-0）で

勝利し、4部昇格となった。女子は、4勝1敗で京都府立

大学と順位決定戦（2-3）で敗戦し、4部残留。 

バ ド ミ ン ト ン 部 

男子4部に昇格 

関西学生ライフル射撃（9/4～9/7）で、団体10位、個

人戦SB伏射60発競技で竹原成祐選手が第12位となる。

全日本選抜学生ライフル射撃選手権（10/31～

11/3）において、同選手が30位（130人中）となる。 

ラ イ フ ル 射 撃 部 

全日本選抜学生で竹原選手30位 

関西学生ラクロスリーグ戦2部（8/11～11/16）Bブロック

2位となり、Aブロック2位の追手門大学との順位決定戦に           

（6-4）勝利し、入替戦では甲南大学に（7-8）と惜敗し、2部残留。 

男 子 ラ ク ロ ス 部 

1部昇格ならず 

関西女子ラクロスリーグ戦3部（8/18～11/17）3位

で入替戦出場ならず。3部残留。 

女 子 ラ ク ロ ス 部 

2部昇格ならず 

関西学生アーチェリーターゲット個人選手権大会（8/3・

4）に出場し、迫選手第243位・植松選手第251位・谷選

手第284位・豊嶋選手第417位（参加750名）であった。 

洋 弓 部 

個人選手権大会にて好成績 

関西大学ラグビーBリーグ戦（9/22～11/30）4勝

5敗で7位となり、Bリーグ残留。 

ラ グ ビ ー 部 

Bリーグに残留 

関西学生対校駅伝競走大会（11/17）で総合第12

位となり、昨年に続きシード権を獲得。 

陸 上 競 技 部 

2年連続シード権獲得 

　〔虚心坦懐〕というコトワザがある。読むのも、書くのも大変にむつか

しい熟字であるが、その意味は、案外と簡単で素朴〔なにごとにも　こ

だわらず、すなおな心で　ものごとに当たれ〕。 

　世の中には、この〔きょしん　たんかい〕を“人世モットー”とする殊

勝な人もいる。そのような人は、すべからく心の持ち方がすなおで、さ

っぱり。しかも、心は広く、いつも温和で幸せな生活を送っている。それ

ゆえに、人から好かれ、信頼され、さらには、本人の望外とする社会的な

ポジションにも恵まれている。 

　〔正直で・ありのまま・そして従順〕を根底とする心のすなおさ。これ

とは全く反対の、「人には、いつも心にもないことを言う」、「その場か

ぎりの言動をとる」、「よい格好ばかりをする」、「策略が多過ぎる」、「嘘

（うそ）をつく」、このような悪い癖（くせ）の持ち主。ついでに言えば、

この近辺では「あの人は、ニンゲ　ワリィ」と方言するが、はたして、そ

のような人の見えざる内幕とは一体、どのようなものなのか。 

　まず、なによりも、その本人がかもしだす禍の中で最たるものは、い

つも心の中に「自己警戒心」という至極めんどうな魔性がはびこってい

るということである。これを具体的に例示してみると、その本人は、しょ

っちゅう出鱈目でバラバラな言動ばかりをとっているので、他の人と話

をしようとするときには、そのたびごとに「あの人（相手）には、前にど

んなふうに言ってやったのかなぁ」と一々を思い出し、よく考えた上で

なければ物は言えない。そうしないことには、前にした話と今日これか

らの話に食い違いや矛盾が生じるからである。 

　このように、自分が自分を警戒しなければならないというつまらぬ重

荷を四六時中しょっていると、結局は、自分の思っている本当の意見も

まともに言えなくなり、たとえ、なんらかの発言をしたとしても、その傍

若無人ぶりをよく知る人たちは、これを認容しようとはしない。このこ

とは、本人が知らず知らずのうちにも、人からは妙な目で見られていた

ということであり、そして、ひょっとした弾みで化けの皮がはがれたとな

ると、信用性はたちまちにしてゼロとなる。 

　また、本人はこうした周囲から派生するもろもろのプレッシャーによ

りストレスが増幅し、毎日がゆううつな暮らしとなる。このように、すな

おな心をなげ捨てた理性なき人間の“欠陥言動”は、正に「天に向かっ

て唾（つばき）す」どころか、自分が自分の首を絞めるありさまである。 

　コトワザの中には「嘘も方便」という〔すなおな心〕に水を差すような

逆説もある。これは、ことを円満にはこぶための手段として、時と場合

によっては嘘をつくのもやむをえない、必要だ、とする考え方にもとづ

くものである。こんにちのような激しい競争時代を生き抜いてゆくた

めには“虚々実々”の計略をめぐらさねばならないことも想像にがたく

はないが、このコトワザの意図するものには功罪相半ばし、かつ、良心

の呵責（かしゃく）においても、あまりすすめられたものではない。 

　私たちに求められている「常時・命題」の一ツとして、身近なことでや

ろうと思えばすぐにでもできる〔すなおな言動〕。特に近ごろ、その実行

性が希薄になっているのではないかと嘆げかわれている●人に迷惑を

かけたり、自分が悪いと思ったときには、その場で「すみません」●人に

世話になったときには、逸早く「ありがとう」●人の慶びごとには、心か

ら「おめでとう」●人の不幸には、てあつく、「親身な話しかけ」などの

欠如。このような言葉による様々な表現は、本来、その人の心をすなお

にあわらすものであって、決して技巧的なものではないはずだ。また、

これに加えて、是非とも必要で、大切なこととして、●自分に反省をす

べき点があれば、すなおに反省をし、●なおすべきことは、直ちにあら

ためる。――これら総ての言動は、人間として至極あたりまえのことば

かりである。「わたしはどうか」、「あなたはどうか」、みんなが〔すなお

な心〕でやらねばいけないことなのだ。 

　可愛い赤ちゃんが生まれた。そのとき両親はきまったように「この子

がすくすくと育って、すなおな人間になってほしい」、この投げかけた喜

びと願いのボールが、今、私たち大人の世界に投げ返えされてきている。

「すなおな心は、幸せを呼ぶ」そんな、すばらしいメッセージを添えて。 

（筆者は本会の三代目会長・現相談役） 

 

 

 

　昨年秋の校友会報「凡友」において、卒業生の皆様方に「一級自動車整備士

養成課程の開設」について御案内致しましたが、その後の経過について御連

絡申し上げます。 

　大阪鉄道学校として発足した本学園は交通工学のパイオニアとしてその足

場を固めて参りました。昨年末、一級自動車整備士検定試験が開始され、法文

上には制定されていた一級自動車整備士が実現することとなりました。多くの

自動車技術者を輩出し、自動車産業界に貢献してきた本学としては、本資格制

度の導入に併せて本学の伝統を担う交通機械工学科の充実、飛躍を考えるべ

きであり、2年間程度の検討期間をおいて、一級自動車整備士コース（仮称）の

開設を行うべく、協議を継続することとなりました。したがって、目安としては

平成17年度4月を開設時期として取り組みますが、この時期には交通機械工

学科の教科内容は刷新され、自動車産業界のリーダーシップを取る学科として

さらに進化を遂げていますので、卒業生の皆様方の更なる御支援をお願い申

し上げる次第です。 

（学校法人大阪産業大学　常務理事・事務局長　中山　英明） 

きょしんたんかい 

里 昇 

　 拳 道 部 
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一級自動車整備士コース 

特別寄稿 

私たち、がんばりました 

大阪産業大学校友会会報　凡友64号 

●主なクラブの戦績 ●主なクラブの戦績 

一級自動車整備士コース 
交通機械工学科の更なる発展に向けて 交通機械工学科の更なる発展に向けて 

関西学生サッカーリーグ2部（9/8～10/26）が開催され、A

ブロック6勝1敗1分で第2位となり、Bブロック2位奈良産業大

学と順位決定戦（3-2）に勝利し、1・2部入替戦で1部8位大阪

商業大学と対戦（3-0、3-3）勝利し、2年ぶりの1部昇格となった。 

サ ッ カ ー 部 

2年ぶり関西学生サッカーリーグ1部昇格 

関西学生バスケットボールリーグ戦１部（９/７～１０/２６）１次リーグ

８勝３敗で第２位、上位リーグ戦では優勝した京都産業大学に（８２-

７０）で勝利するも勝ち点で１ポイント及ばず準優勝となった。敢

闘選手賞に丸岡孝広選手・優秀選手賞に奥田統選手・最優秀新人

賞に高階俊和選手が表彰された。第５４回全日本学生バスケット

ボール選手権大会（１１/２３～１２/１）では、３回戦で今大会準優勝

校の日本体育大学に（７７-７８）と惜敗したが、ベスト１６となった。 

バ ス ケ ット ボ ー ル 部 

インカレベスト16
関西学生フットボールリーグ戦DivisionⅠ（9/1～

11/24）連敗を20で止めるも、最終戦同志社大学に           

（35-35）引き分けで同率第7位となり、入替戦で関西大

学に（14-45）と大敗し、無念であるが2部に降格となった。 

ア メリ カ ン フット ボ ー ル 部 

残念！　DivⅡに降格 

日本杖道連盟主催秋季昇段審査会（9/29）に出場し、

本年度は講習会のみの参加で昇段はなしで終わった。 

合 気 道 部 

審査会出場 

全関西大学空手道選手権大会（10/13）出場し、ベ

スト16となる。全日本大学空手道選手権大会              

（11/24）に出場したが、1回戦敗退。 

空 手 道 部 

全関西ベスト16

全日本セーフティ空手道選手権大会（8/11）で重量級・

伊藤慎一郎選手が第3位となった。巍桜流拳法チャレン

ジトーナメント（10/13）において、スピリッツルール重

量級・河村憲吾選手と軽重量級・梶澤仁志選手が優勝した。 

巍 桜 流 拳 法 部 

チャレンジトーナメント2階級制覇 

関西学生弓道リーグ戦（9/17～10/13）男子の部2

勝2敗的中率で2位、女子の部1勝4敗の成績で3位

となり、男子2部・女子4部残留。 

弓 道 部 

男子2部2位・女子4部3位 

関西学生剣道優勝大会（9/22）で、2回戦大阪工業大

学に（2-3）と敗退。関西学生新人大会（11/17）3回

戦同志社大学戦（2-3）と惜敗するもベスト16となった。 

剣 道 部 

新人大会ベスト16
関西学生チャレンジテニストーナメント（10/9～19）

で下村孝之選手Aブロック決勝戦で敗れるもベスト

16（参加611人）となる。 

硬 式 庭 球 部 

シングルスでベスト16

阪神大学野球秋季リーグ戦1部（9/7～10/27）に出場。春

季リーグと同様に大阪体育大学から勝ち点を奪えず第2位と

なる。首位打者森山周選手・敢闘賞吉田賢太選手・ベストナイ

ンに一塁手石川浩之・遊撃手森山周選手が選ばれ表彰された。 

硬 式 野 球 部 

秋季リーグも第2位 

関西学生男子秋季2・3部校学校対抗戦（9/25・26）日野ゴル

フ倶楽部にて、トータルスコア444で3部第3位の成績であった。 

ゴ ル フ 部 

3部で3位 
シマノ鈴鹿ロードレース（8/31～9/1）2時間エンデ

ュ－ロ3人競技で、山本学選手・数元彰選手・西城一喜

選手組が、タイム2：02：11（平均時速37.43km）で

第1位となる。全日本BMX選手権大会（10/13）に

出場し、山崎洋平選手（17～19歳クラス）が第1位。 

サ イ ク リ ン グ 部 

シマノ鈴鹿ロードレースの部門別で第1位 

夏山登山（8/2～7）槍ヶ岳・穂高岳での合宿で「一人

一人の部内でのPosit ion」の確認と、秋山登山             

（10/27）比叡山において体力の強化に努めた。 

山 岳 部 

夏・秋山登山合宿でチームワーク固め 

全日本学生大会（10/12・13）で、男子二段の部で

塩見太孝選手・東谷卓也選手組が決勝戦に進出し、ベ

スト12（102大学参加）となった。 

少 林 寺 拳 法 部 

全日本学生ベスト12

全日本ジムカーナ選手権大会（8/24・25）に出場し

たが、予選敗退。全関西学生ダートトライアル大会          

（9/22）出場し、総合第2位。日本エコカードライビ

ングコンテスト（10/2）に出場し第38位となる。全

関西ジムカーナ選手権大会（11/3）出場し第12位。 

自 動 車 部 

全関西学生ダートトライアルで総合第2位 

全日本学生サマージャンプ（10/25～27）のスペシャル

ジャンプ男子2部において、堀田選手第2位・中山選手第4位・

松尾選手第6位となる。全関西学生サマージャンプ（11/1

～4）が開催予定であったが、天候不良のため中止となった。 

ス キ ー 競 技 部 

スペシャルジャンプ第2・4・6位 

関西学生柔道優勝大会（9/16）で3回戦龍谷大学に

敗れるもベスト8に入った。全日本学生柔道体重別団

体優勝大会（11/2～3）1回戦で福岡教育大学に敗退。 

柔 道 部 

関西学生ベスト8

西都六大学準硬式野球秋季リーグ戦（8/22～9/28）で、

4位となる。日台親善友好大会（12/4～9）において、

台湾での大学野球の普及と交流のため西都六大学連

盟よりリーグ選抜として6名の選手が参加した。 

準 硬 式 野 球 部 

台湾遠征にて活躍 

関西学生卓球リーグ（9/6～8）において、4部Cブロ

ック2勝2敗で3位となり、4部残留。 

卓 球 部 

4部で3位 

大学各クラブへの応援活動（阪駒祭・阪神大学野球・アメリ

カンフットボールリーグ戦等）だけでなく、地域活動「社会を

明るくする運動」「北条地区文化祭」などに参加し、市民にア

ピール。昨年に続き、全国高等学校アメリカンフットボール

選手権大会でも大産大附属高等学校のV4優勝に華を添えた。 

チ ア リ ー ディン グ チ ー ム 

大学応援だけでなく地域活動にも活発 

三郷町テコンドー選手権大会（12/1）キョルギの部

各階級で優勝・準優勝・第3位を決める。プムセの部

においても優勝・準優勝・第3位となる。 

各階級で優勝・準優勝を決める 

全日本学生拳法選手権大会（12/1）において、4回戦で龍

谷大学（今回優勝校）に（0-6）で敗れるもベスト8に入った。 

日 本 拳 法 部 

全日本学生選手権ベスト8

関西学生ハンドボールリーグ（9/15～10/13）4部

リーグ1勝4負1分の成績で6位で終わり、入替戦で京

都外国語大学に敗れ、5部に降格した。 

ハ ン ド ボ ー ル 部 

5部降格 

関西大学バレーボールリーグ戦1部（9/15～10/20）

でセット率で第4位となった。ブロック賞辻本武史選手・

新人賞岡本秀明選手が表彰された。全日本バレーボー

ル大学男子選手権大会（12/4～12/8）4回戦で日本

体育大学に破れるもベスト16に入った。 

バ レ ー ボ ー ル 部 

全日本大学男子選手権ベスト16

関西学生バドミントン秋季リーグ戦（9/15～10/17）で、

男子は5部5戦全勝で入替戦姫路独協大学に（3-0）で

勝利し、4部昇格となった。女子は、4勝1敗で京都府立

大学と順位決定戦（2-3）で敗戦し、4部残留。 

バ ド ミ ン ト ン 部 

男子4部に昇格 

関西学生ライフル射撃（9/4～9/7）で、団体10位、個

人戦SB伏射60発競技で竹原成祐選手が第12位となる。

全日本選抜学生ライフル射撃選手権（10/31～

11/3）において、同選手が30位（130人中）となる。 

ラ イ フ ル 射 撃 部 

全日本選抜学生で竹原選手30位 

関西学生ラクロスリーグ戦2部（8/11～11/16）Bブロック

2位となり、Aブロック2位の追手門大学との順位決定戦に           

（6-4）勝利し、入替戦では甲南大学に（7-8）と惜敗し、2部残留。 

男 子 ラ ク ロ ス 部 

1部昇格ならず 

関西女子ラクロスリーグ戦3部（8/18～11/17）3位

で入替戦出場ならず。3部残留。 

女 子 ラ ク ロ ス 部 

2部昇格ならず 

関西学生アーチェリーターゲット個人選手権大会（8/3・

4）に出場し、迫選手第243位・植松選手第251位・谷選

手第284位・豊嶋選手第417位（参加750名）であった。 

洋 弓 部 

個人選手権大会にて好成績 

関西大学ラグビーBリーグ戦（9/22～11/30）4勝

5敗で7位となり、Bリーグ残留。 

ラ グ ビ ー 部 

Bリーグに残留 

関西学生対校駅伝競走大会（11/17）で総合第12

位となり、昨年に続きシード権を獲得。 

陸 上 競 技 部 

2年連続シード権獲得 

　〔虚心坦懐〕というコトワザがある。読むのも、書くのも大変にむつか

しい熟字であるが、その意味は、案外と簡単で素朴〔なにごとにも　こ

だわらず、すなおな心で　ものごとに当たれ〕。 

　世の中には、この〔きょしん　たんかい〕を“人世モットー”とする殊

勝な人もいる。そのような人は、すべからく心の持ち方がすなおで、さ

っぱり。しかも、心は広く、いつも温和で幸せな生活を送っている。それ

ゆえに、人から好かれ、信頼され、さらには、本人の望外とする社会的な

ポジションにも恵まれている。 

　〔正直で・ありのまま・そして従順〕を根底とする心のすなおさ。これ

とは全く反対の、「人には、いつも心にもないことを言う」、「その場か

ぎりの言動をとる」、「よい格好ばかりをする」、「策略が多過ぎる」、「嘘

（うそ）をつく」、このような悪い癖（くせ）の持ち主。ついでに言えば、

この近辺では「あの人は、ニンゲ　ワリィ」と方言するが、はたして、そ

のような人の見えざる内幕とは一体、どのようなものなのか。 

　まず、なによりも、その本人がかもしだす禍の中で最たるものは、い

つも心の中に「自己警戒心」という至極めんどうな魔性がはびこってい

るということである。これを具体的に例示してみると、その本人は、しょ

っちゅう出鱈目でバラバラな言動ばかりをとっているので、他の人と話

をしようとするときには、そのたびごとに「あの人（相手）には、前にど

んなふうに言ってやったのかなぁ」と一々を思い出し、よく考えた上で

なければ物は言えない。そうしないことには、前にした話と今日これか

らの話に食い違いや矛盾が生じるからである。 

　このように、自分が自分を警戒しなければならないというつまらぬ重

荷を四六時中しょっていると、結局は、自分の思っている本当の意見も

まともに言えなくなり、たとえ、なんらかの発言をしたとしても、その傍

若無人ぶりをよく知る人たちは、これを認容しようとはしない。このこ

とは、本人が知らず知らずのうちにも、人からは妙な目で見られていた

ということであり、そして、ひょっとした弾みで化けの皮がはがれたとな

ると、信用性はたちまちにしてゼロとなる。 

　また、本人はこうした周囲から派生するもろもろのプレッシャーによ

りストレスが増幅し、毎日がゆううつな暮らしとなる。このように、すな

おな心をなげ捨てた理性なき人間の“欠陥言動”は、正に「天に向かっ

て唾（つばき）す」どころか、自分が自分の首を絞めるありさまである。 

　コトワザの中には「嘘も方便」という〔すなおな心〕に水を差すような

逆説もある。これは、ことを円満にはこぶための手段として、時と場合

によっては嘘をつくのもやむをえない、必要だ、とする考え方にもとづ

くものである。こんにちのような激しい競争時代を生き抜いてゆくた

めには“虚々実々”の計略をめぐらさねばならないことも想像にがたく

はないが、このコトワザの意図するものには功罪相半ばし、かつ、良心

の呵責（かしゃく）においても、あまりすすめられたものではない。 

　私たちに求められている「常時・命題」の一ツとして、身近なことでや

ろうと思えばすぐにでもできる〔すなおな言動〕。特に近ごろ、その実行

性が希薄になっているのではないかと嘆げかわれている●人に迷惑を

かけたり、自分が悪いと思ったときには、その場で「すみません」●人に

世話になったときには、逸早く「ありがとう」●人の慶びごとには、心か

ら「おめでとう」●人の不幸には、てあつく、「親身な話しかけ」などの

欠如。このような言葉による様々な表現は、本来、その人の心をすなお

にあわらすものであって、決して技巧的なものではないはずだ。また、

これに加えて、是非とも必要で、大切なこととして、●自分に反省をす

べき点があれば、すなおに反省をし、●なおすべきことは、直ちにあら

ためる。――これら総ての言動は、人間として至極あたりまえのことば

かりである。「わたしはどうか」、「あなたはどうか」、みんなが〔すなお

な心〕でやらねばいけないことなのだ。 

　可愛い赤ちゃんが生まれた。そのとき両親はきまったように「この子

がすくすくと育って、すなおな人間になってほしい」、この投げかけた喜

びと願いのボールが、今、私たち大人の世界に投げ返えされてきている。

「すなおな心は、幸せを呼ぶ」そんな、すばらしいメッセージを添えて。 

（筆者は本会の三代目会長・現相談役） 

 

 

 

　昨年秋の校友会報「凡友」において、卒業生の皆様方に「一級自動車整備士

養成課程の開設」について御案内致しましたが、その後の経過について御連

絡申し上げます。 

　大阪鉄道学校として発足した本学園は交通工学のパイオニアとしてその足

場を固めて参りました。昨年末、一級自動車整備士検定試験が開始され、法文

上には制定されていた一級自動車整備士が実現することとなりました。多くの

自動車技術者を輩出し、自動車産業界に貢献してきた本学としては、本資格制

度の導入に併せて本学の伝統を担う交通機械工学科の充実、飛躍を考えるべ

きであり、2年間程度の検討期間をおいて、一級自動車整備士コース（仮称）の

開設を行うべく、協議を継続することとなりました。したがって、目安としては

平成17年度4月を開設時期として取り組みますが、この時期には交通機械工

学科の教科内容は刷新され、自動車産業界のリーダーシップを取る学科として

さらに進化を遂げていますので、卒業生の皆様方の更なる御支援をお願い申

し上げる次第です。 

（学校法人大阪産業大学　常務理事・事務局長　中山　英明） 

きょしんたんかい 

里 昇 

　 拳 道 部 



 

校友会総会・パーティ 　平成11年より4年ぶりに、「校友会員名簿」を全面改訂すること

になりました。 

　つきましては、会員の住所などの情報を正確に把握するため、調

査カードをお送りいたしますので、内容を良くお確かめの上、ご返信

をお願いいたします。 

　また校友会では住所未確認者の減少に努めております。会員ご自

身の住所変更の連絡や住所未確認者一覧（同封の振込用紙下）の

ご友人等の情報をお寄せくださいます様、ご協力をお願いいたします。 

　なお、名簿作成は、（株）サラトに委託して行ないます。皆様のご

理解とご協力をお願い申し上げます。 

　上記にお知らせしましたように、本年秋に校友会員名

簿が発行されます。それに先がけ住所不明者の調査書

を同封しております。昨年秋号（63号）も今回と同様、

郵送料の重量限度もあり少しでも軽くするために、留金

具を省略させていただきましたところ、多くの方々から

製本がおかしいのではとのご指摘をいただきました。広

報不備であったことをお詫び申し上げます。 

　さて、今号では校友会員でもある鈴木新副学長、各地

で活躍する校友の方々を紹介させていただきました。

編集部では活躍する校友会員の情報をお待ちしており

ます。校友会事務室までご一報ください。 

　平成15年１月26日（日）、梅田サテライト（大阪駅前第4ビル22階）にて「近畿

地区支部ブロック会議」が開催されました。近畿２府４県の支部長に開催案内した

ところ、本部を含めて50人規模の会議になりました。 

　今回の討議では、兵庫県内の支部未結成地区の問題について活発な討議がな

され、既存の3支部の担当地区エリアの見直しが行われました。また、阪神地区内

で支部結成の動きもあるため、兵庫県全域がフォローされる見通しがこの会議で

得られました。 

　図はそのときにまとめられ

た区域案です。支部レポート

でも報告されていますように

神戸市支部がこの案に沿っ

て支部名変更をおこない、新

たなスタートを切っています。 

　一方、情報発信のあり方に

ついても積極的な討議がな

され、メーリングリスト（ＭＬ）

が大学の動きを知る有効な

手段であるという意見が出さ

れました。 

　会議後は、会場をマルビル

3階の「焼肉らぐ」に移し、大

阪市支部が中心になって賀

詞交歓会開催され、近畿圏の

役員同士による膝を交えた

意見交換が続きました。 

（副会長 福井義員） 

校友会からのお知らせ 

校友会からのお知らせ 

大阪産業大学校友会会報　凡友64号 

校友会員名簿作成のお知らせ 

●保田春将（H11経営）・清恵（旧姓粟国・H11経営） 
【結婚式】平成13年1月20日 
【住　所】〒657-0064　 
兵庫県加古川市加古川町溝之口１５１-１  エンブレイス加古川１０４ 
『平成13年11月に、春晃（はるあき）が生まれました。 
楽しくすごしています。』 

●大杉勝治（H9交機）・ 
　　　亜起（旧姓篠田・H10経営） 
【結婚式】平成14年8月31日 
【住　所】〒329-1311 
栃木県塩谷郡氏家町氏家3167-2  グローバル氏家605 
『在学中に吹奏楽部で知り合いました。毎日楽しく過ごしています。』 

● 川崎義弘（H8交機） 
【結婚式】平成14年3月21日 
【住　所】〒558-0055 
大阪市住吉区万代2丁目4-16 
『同じ身長の女性を見つけました
（177cm）。』 

卒業生数 59,308名 
重複卒業生数 952名 
会員数 58,356名 

● 
● 
● 

● 
● 
● 

会員データ （平成15年2月20日現在） 

物故者数 393名 
住所不明者 8,328名 
連絡可能会員数 49,635名 

お 悔 や み 

辻　　明氏 （S26交短運） 平成11年11月26日　ご逝去 
野原則夫氏 （S40交短自Ⅱ） 平成14年1月　ご逝去 
山村和彦氏 （H5経営） 平成14年2月20日　ご逝去 
松尾泰幸氏 （H12経済） 平成14年6月18日　ご逝去 
増田　理氏 （H12経営） 平成14年8月　ご逝去 
御所　薫氏 （H11交機Ⅱ） 平成14年10月23日　ご逝去 
鍋本三郎氏 （S28交短運） 平成14年10月30日　ご逝去 
　昭和59年から18年間代議員として尽力いただきました。（享年73歳） 

佐藤太一氏 （S47機械） 平成15年1月20日　ご逝去 
　平成8年4月～13年3月まで代議員として尽力いただきました。（享年53歳） 

大友忠雄氏 （S51土木） 平成15年1月21日　ご逝去 

以下の方々がお亡くなりになりました。 
心からご冥福をお祈りいたします。 

工学部機械工学科教授 
●楯列　俊夫氏 
平成14年11月2日ご逝去（享年61歳） 
昭和50年4月専任講師として就任。同51年4月に助教授、 
同58年4月に教授に昇任された。 
元工学部土木工学科教授 
●畠山　直隆氏 
平成15年1月31日ご逝去（享年81歳） 

月 日 平成15年11月9日（日） 

会 費 正会員 5,000円  ご家族 2,000円（中学生以上） 

場 所 リーガロイヤルホテル京都 
（京都駅・八条口から送迎バス） 

平成15年度 

のご案内 のご案内 
校友会総会・パーティ 校友会総会・パーティ 

会員データ 

 

●平成15年3月卒業生は無料 
●福引きの豪華景品を用意しておりますので、 
　たくさんの校友のご参加をお待ち申し上げております。 

■ 発行予定／平成15年10月下旬 
■ 名簿頒価／6,800円（送料・税込） 
■ 規　　格／B5判・約1,784頁・上製本・化粧ケース入り 

近畿地区支部ブロック会議報告 近畿地区支部ブロック会議報告 

地域支部を結成しよう 
　本紙・裏表紙にあるように会員有志によって35支部が結成されています。現在、次の地域で発起人を募
っていますので、ご協力いただける方は校友会事務室へご連絡ください。 
兵庫県東（下記）／大阪北摂（淀川以北：高槻・茨木・摂津・豊中・箕面・池田ほか）／富山県／石川県／ 
長野県／岐阜県／静岡県／愛知県／島根県／山口県／熊本県／佐賀県／沖縄県／福岡県（休眠中） 

　その他の地域についても、要件を満たせば支部を結成できます。興味のある方はお問い合わせください。 

地域支部を結成しよう 地域支部を結成しよう 

＝ 受 験 適 齢 期 の 子 女 を お 持 ち の 校 友 会 員 の み な さ ま へ ＝ 

子女には受験・入学の優遇制度があります。大いに活用をおすすめします。 

1. 受験料免除 
校友会長が発行した書面を願書に添付する。但し発行は年度に一枚限り。 

2. 卒業生子女特別入学試験 

（1）募集定員 
人間環境学部／文化環境学科 2名 
　　　　　　　都市環境学科 2名 
経 営 学 部／経営学科 5名 
　　　　　　　流通学科 5名 
経 済 学 部／経済学科 3名 
　　　　　　　国際経済学科 3名 

（2）出願資格 
次の各項に該当する者 
（1）本校への入学を特に希望する者 

（2）本学の卒業生の子女（子女とは、子または兄弟姉妹） 
（3）高等学校を平成15年3月卒業見込の者 
（4）高等学校調査書の全体の評定平均値が「3.2」以上の者 
（5）本学専願者に限る 

（3）試験日・選出方法 
【試 験 日】平成14年11月15日（金） 
【選考方法】小論文と面接 

※上記の「卒業生子女特別入試」で入学された方には校友会からの特典
として、入学祝金10万円を贈る。 

◆お問い合わせは校友会事務局まで（担当：福田） 
　　フリーダイヤル 0120-84-3040 
FAX 072-875-0398

　平成16年度（平成15年11月～平成16年3月）入試の詳しい内容が決まるのは5月の予定です。 
お知りになりたい方は、事務局へご連絡ください。決定次第お知らせします。 

（参考）平成15年度の内容は下記の通りでした。 

案内状希望の方は事務局へ 

　恒例の親睦ゴルフ大会が本
年も9月10日前後に開催予定。
日時・場所など詳細は、6月初
旬に決定します。参加案内状

希望の方は、校友会事務局へ
ご連絡ください。決まり次第、
送付させていただきます。 
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兵庫県における支部地域分け（案） 

兵庫県における支部地域分け検討図（案） 
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会員数：2,472名 
兵庫県西支部 

兵庫県北支部 
会員数：380名 

兵庫県南支部 
会員数：3,053名 

兵庫県東支部 
会員数：3,661名 

（支部推進部長 今村彰隆） 



 

校友会総会・パーティ 　平成11年より4年ぶりに、「校友会員名簿」を全面改訂すること

になりました。 

　つきましては、会員の住所などの情報を正確に把握するため、調

査カードをお送りいたしますので、内容を良くお確かめの上、ご返信

をお願いいたします。 

　また校友会では住所未確認者の減少に努めております。会員ご自

身の住所変更の連絡や住所未確認者一覧（同封の振込用紙下）の

ご友人等の情報をお寄せくださいます様、ご協力をお願いいたします。 

　なお、名簿作成は、（株）サラトに委託して行ないます。皆様のご

理解とご協力をお願い申し上げます。 

　上記にお知らせしましたように、本年秋に校友会員名

簿が発行されます。それに先がけ住所不明者の調査書

を同封しております。昨年秋号（63号）も今回と同様、

郵送料の重量限度もあり少しでも軽くするために、留金

具を省略させていただきましたところ、多くの方々から

製本がおかしいのではとのご指摘をいただきました。広

報不備であったことをお詫び申し上げます。 

　さて、今号では校友会員でもある鈴木新副学長、各地

で活躍する校友の方々を紹介させていただきました。

編集部では活躍する校友会員の情報をお待ちしており

ます。校友会事務室までご一報ください。 

　平成15年１月26日（日）、梅田サテライト（大阪駅前第4ビル22階）にて「近畿

地区支部ブロック会議」が開催されました。近畿２府４県の支部長に開催案内した

ところ、本部を含めて50人規模の会議になりました。 

　今回の討議では、兵庫県内の支部未結成地区の問題について活発な討議がな

され、既存の3支部の担当地区エリアの見直しが行われました。また、阪神地区内

で支部結成の動きもあるため、兵庫県全域がフォローされる見通しがこの会議で

得られました。 

　図はそのときにまとめられ

た区域案です。支部レポート

でも報告されていますように

神戸市支部がこの案に沿っ

て支部名変更をおこない、新

たなスタートを切っています。 

　一方、情報発信のあり方に

ついても積極的な討議がな

され、メーリングリスト（ＭＬ）

が大学の動きを知る有効な

手段であるという意見が出さ

れました。 

　会議後は、会場をマルビル

3階の「焼肉らぐ」に移し、大

阪市支部が中心になって賀

詞交歓会開催され、近畿圏の

役員同士による膝を交えた

意見交換が続きました。 

（副会長 福井義員） 

校友会からのお知らせ 

校友会からのお知らせ 

大阪産業大学校友会会報　凡友64号 

校友会員名簿作成のお知らせ 

●保田春将（H11経営）・清恵（旧姓粟国・H11経営） 
【結婚式】平成13年1月20日 

『平成13年11月に、春晃（はるあき）が生まれました。 
楽しくすごしています。』 

●大杉勝治（H9交機）・ 
　　　亜起（旧姓篠田・H10経営） 
【結婚式】平成14年8月31日 

『在学中に吹奏楽部で知り合いました。毎日楽しく過ごしています。』 

● 川崎義弘（H8交機） 
【結婚式】平成14年3月21日 

『同じ身長の女性を見つけました
（177cm）。』 

卒業生数 59,308名 
重複卒業生数 952名 
会員数 58,356名 

● 
● 
● 

● 
● 
● 

会員データ （平成15年2月20日現在） 

物故者数 393名 
住所不明者 8,328名 
連絡可能会員数 49,635名 

お 悔 や み 

辻　　明氏 （S26交短運） 平成11年11月26日　ご逝去 
野原則夫氏 （S40交短自Ⅱ） 平成14年1月　ご逝去 
山村和彦氏 （H5経営） 平成14年2月20日　ご逝去 
松尾泰幸氏 （H12経済） 平成14年6月18日　ご逝去 
増田　理氏 （H12経営） 平成14年8月　ご逝去 
御所　薫氏 （H11交機Ⅱ） 平成14年10月23日　ご逝去 
鍋本三郎氏 （S28交短運） 平成14年10月30日　ご逝去 
　昭和59年から18年間代議員として尽力いただきました。（享年73歳） 

佐藤太一氏 （S47機械） 平成15年1月20日　ご逝去 
　平成8年4月～13年3月まで代議員として尽力いただきました。（享年53歳） 

大友忠雄氏 （S51土木） 平成15年1月21日　ご逝去 

以下の方々がお亡くなりになりました。 
心からご冥福をお祈りいたします。 

工学部機械工学科教授 
●楯列　俊夫氏 
平成14年11月2日ご逝去（享年61歳） 
昭和50年4月専任講師として就任。同51年4月に助教授、 
同58年4月に教授に昇任された。 
元工学部土木工学科教授 
●畠山　直隆氏 
平成15年1月31日ご逝去（享年81歳） 

月 日 平成15年11月9日（日） 

会 費 正会員 5,000円  ご家族 2,000円（中学生以上） 

場 所 リーガロイヤルホテル京都 
（京都駅・八条口から送迎バス） 

平成15年度 

のご案内 のご案内 
校友会総会・パーティ 校友会総会・パーティ 

会員データ 

 

●平成15年3月卒業生は無料 
●福引きの豪華景品を用意しておりますので、 
　たくさんの校友のご参加をお待ち申し上げております。 

■ 発行予定／平成15年10月下旬 
■ 名簿頒価／6,800円（送料・税込） 
■ 規　　格／B5判・約1,784頁・上製本・化粧ケース入り 

近畿地区支部ブロック会議報告 近畿地区支部ブロック会議報告 

地域支部を結成しよう 
　本紙・裏表紙にあるように会員有志によって35支部が結成されています。現在、次の地域で発起人を募
っていますので、ご協力いただける方は校友会事務室へご連絡ください。 
兵庫県東（下記）／大阪北摂（淀川以北：高槻・茨木・摂津・豊中・箕面・池田ほか）／富山県／石川県／ 
長野県／岐阜県／静岡県／愛知県／島根県／山口県／熊本県／佐賀県／沖縄県／福岡県（休眠中） 

　その他の地域についても、要件を満たせば支部を結成できます。興味のある方はお問い合わせください。 

地域支部を結成しよう 地域支部を結成しよう 

＝ 受 験 適 齢 期 の 子 女 を お 持 ち の 校 友 会 員 の み な さ ま へ ＝ 

子女には受験・入学の優遇制度があります。大いに活用をおすすめします。 

1. 受験料免除 
校友会長が発行した書面を願書に添付する。但し発行は年度に一枚限り。 

2. 卒業生子女特別入学試験 

（1）募集定員 
人間環境学部／文化環境学科 2名 
　　　　　　　都市環境学科 2名 
経 営 学 部／経営学科 5名 
　　　　　　　流通学科 5名 
経 済 学 部／経済学科 3名 
　　　　　　　国際経済学科 3名 

（2）出願資格 
次の各項に該当する者 
（1）本校への入学を特に希望する者 

（2）本学の卒業生の子女（子女とは、子または兄弟姉妹） 
（3）高等学校を平成15年3月卒業見込の者 
（4）高等学校調査書の全体の評定平均値が「3.2」以上の者 
（5）本学専願者に限る 

（3）試験日・選出方法 
【試 験 日】平成14年11月15日（金） 
【選考方法】小論文と面接 

※上記の「卒業生子女特別入試」で入学された方には校友会からの特典
として、入学祝金10万円を贈る。 

◆お問い合わせは校友会事務局まで（担当：福田） 
　　フリーダイヤル 0120-84-3040 
FAX 072-875-0398

　平成16年度（平成15年11月～平成16年3月）入試の詳しい内容が決まるのは5月の予定です。 
お知りになりたい方は、事務局へご連絡ください。決定次第お知らせします。 

（参考）平成15年度の内容は下記の通りでした。 

案内状希望の方は事務局へ 

　恒例の親睦ゴルフ大会が本
年も9月10日前後に開催予定。
日時・場所など詳細は、6月初
旬に決定します。参加案内状

希望の方は、校友会事務局へ
ご連絡ください。決まり次第、
送付させていただきます。 
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兵庫県における支部地域分け（案） 

兵庫県における支部地域分け検討図（案） 
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会員数：2,472名 
兵庫県西支部 

兵庫県北支部 
会員数：380名 

兵庫県南支部 
会員数：3,053名 

兵庫県東支部 
会員数：3,661名 

（支部推進部長 今村彰隆） 




